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牛方式5分読コンパスﾄランシツト 両面水準器／ミラー付

LS-25

レペノ且トラコン

■コンパス測量はもとより、水準測定、

水平分度による測量と、トランシット

と同様の測定ができます。

■高感度の両面気泡管、鋭敏な磁針を

電磁誘導により迅速に静止させるイン

ダクションダンパー、糸切れの心配のな

い硝子焦点鏡等々ウシタカの測量器は

精度と機能をさらに理想に近づけました。

■望遠鏡12倍水平角分度遊標読5分

(ワンタッチ帰零)。望遠鏡気泡管両面

型5'/2りhミラー付。重量|､3k？
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牛方式デジタルブラニメーター．
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●測定図面の縮尺と単位をセットすれば、面穣値が直

読できます●累積値や平均値も自動算出●縦と横の縮

尺が異なる図面の面積も測定可能●独立した加減算用

メモリーを内蔵、例えばドーナッツ状の図形面穣も簡

単に算出できます●測定には6種類(mm2、cm2、m2、a、

ha、km2)の単位を任意に選べる他、ユーザー希望単位

として、a、ha、に替えて、1n2，ft2，yd2、acre、mile2、

坪、の中から2種類を選べます。ユーザー希望単位は

出荷時までにお申しつけください●ボーラータイプの

ゼロ円補正は自動算出
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》 ※誌名ご紀入の上カタログをお申しつけくだ白 し、

測定結果をヂジﾀﾙ表示。
嫌織デジブラン220L&P

血ヰ方商畳
〒146東京都大田区千鳥2-12-7
TEL.03(750)0242代表デジブラン220Lし

操作性を追求した
ウシカタの測量｡測定器。
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森 林文化論考

霊識溌鐵語おかかつや＊
福岡克也
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緑を守る前提は環境自

身の破壊防止にある

－－拡大する危機

*立正大学経済学部教授

今日，我々は大きな「矛盾の時代」に生きている。科学技術の発展が便益を

もたらせばもたらすほど逓増的に不可逆的な犠牲を発生させ，人類は自らの痛

みのために日々を生きているかに見える。原子力の時代といわれても，強大な

エネルギー供給の反面，使用を誤れば，大気圏のうえから原子炉の灰をあびせ

るような危機すらも生み出されているなどその一例である。

1982年夏，西欧の緑の旅の途上，フィンランドのヘルシンキ大学にP・ノ

ルテバ教授を訪れ，欧州の公害の現状について氏の所見を求めた。彼の説明の

言葉は熱気を帯び強烈な危機感が言外にもにじみでて迫力が感ぜられ久しぶり

に強い感銘を受けた。ノルテバ教授の指摘のいくつかのうち，とくに強調され

ていた酸性雨の危機は，フィンランド，西ドイツにおいては特に重大である。

緑と美しい湖沼は，フィンランドの国家的象徴でもあるが，その象徴的な湖は，

今やSO2,NO2などの化学物質による酸性雨の汚染にさらされ，水質の悪

化は第1段階として幼い生物の命を難いつつある。生物はまず種族維持の可能

性を失い，次いで生き残る生物は老齢化し，ついにはその老体を死の姿として

湖水の面にさらけ出す運命ともなる。

我々は，今，地球の環境が生きるにふさわしい条件を与えてくれる可能性を

信じ，森林を守り，林業を育て，緑の地球防衛を目ざしている。しかし，事態

はますます深刻であり，緑を守るどころか，さらに根源的に，自然自体の破壊

を防ぎ，環境自体を生物と生命の存立にふさわしい状態にまで回復させなくて

はならない状態に立ち至っているのである。

インフレーションの概念に経済学では，クリーピング・インフレーション

（忍び寄るインフレ）というのがある。企業の供給寡占化が進み，テレビや

P。Rによるデモンストレーション効果（見せびらかし効果）によって流行が

つくられると，消費のファッション化にひかれて消費者は納税者のごとく消費

に金を注ぎこむ。「利潤こみ価格」は硬直化・定着化し,物価の下落を妨げ，少

しずつ価格を押し上げることによって，市場支配インフレをつくる。労働組合

は物価スライド条項に従って衝上げ要求せざるを得なくなり，物価と賃金のス

パイラル現象は，人々の気づかぬうちに，抜きさしならぬインフレをつくって

しまう。日々のそうしたスパイラルが，人知れずインフレを進行させることか

ら，クリーピング・インフレーションという。



現代科学技術の進歩におぼれ，日々の「浪費」の繰返しを「消費」と錯覚

し，マイナス外部効果を恐れず，新製品の選択をし続ける人々の惰性を変えな

い限り，ノルテバ教授の言う酸性雨の脅威を日々育てる結果になることは明ら

かである。まさに，クリーピング・デストラクション（忍び寄る破壊）であ

る。インフレが取り返しつかなくなると，アメリカ経済のように重大な経済危

機を迎える。インフレは超インフレ化し，反面，失業は慢性化し拡大する｡い

わゆる’ハイパー・インフレーションという高度なインフレ状態に陥る。汚染

も同様である。日々作り出される汚染物質は，短期ではフロー（流れ）の性質

をもち，人知れずどこかへ消え去ってしまうことから，差し当たり，わが身に

は関係なしと思ってしまう。しかし，日々これらのフローが，地球_上のいずれ

かに蓄積されるというトータルの判断こそ重要なのである。SO2もNO3も，

季節風とともに大気に消え去り拡散され風とともに去ると考えても，やがては

ヘドロと同職大気に層をなすがごとくストックとなって，マイナス公共財に

転化する。

公共財というのは，名のとおり，すべての人々に対して無差別であり非排除

性をもつ。マイナスの公共財･ともなれば，何人も，このマイナスの危害を避け

ることはできないはずである。大気には国境なく，地球は1つである。この生

命共同体において「自然自体の破滅」は，人間の文化の破滅をも意味する。人

間の歴史において，現代の課題はストップ・ザ・クリーピング・デストラクシ

ョンである。この機を逸すれば，現代は未来に対して確実にハイパー・デスト

ラクション（決定的破壊）という遺産を残してしまう。過剰伐採による原生林

の絶滅と同様苦い経験と汚点を歴史に残すことになろう。

この矛盾の時代にあって，我々は人間と自然とのかかわり，つまり文化の本

質について，あらためて問い直しを求められている。文化に対する人間の思想

の変化はめまぐるしい。しかし，現代に欠けているのは，かつてのアリストテ

レス，カント，ヘーゲルのようなゼネラリスト（総合者）の存在である。「文

化は分化である」などという言葉のとおり，近代科学の発展は分化し，スペシ

ャライズ（専門化）されて統一を失っている。汚染への対応も，これをコーデ

ィネート（調整）する人々の側が，専門の孤塁にとじこもっていては全く効果

があがらない。まさに文化は分化ではなく，分解しつくして主体性と自立性を

失ってしまってさえいる。伝統や慣行への回帰は，自らの歩んだ道をもう一度

たどってみることによって生ずる安心の域を出ない。活力あるルネッサンスの

道は単なる慣行への回帰ではなく，破壊された文化に対する人々の新たな自己

定位（アイデンティフィケーション）にしかない。人間と自然のかかわりのな

かでの自己定位は，単に人間と自然との対立の解消と一体化を，観念として確

立するだけではなく，現実には，哲学，宗教，道徳，経済，技術など，精神と

科学の統一を学際的に展開していく過程を通して行われねばならない性質のも

のである。人間の営為は，まさに，こうした分化活動の統一として行われるも

のであり，ヒューマニズムもナチュラリズムも，人間の営為の産物でもある。

3

人間対自然の関係一

文化の自己定位
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エコロジー回復の文化

人間と自然の対応（文化）について，コリング・ウッドは，彼の『自然の哲

学』において,1つはギリシア時代の自然観の段階,2つはルネッサンスの自然

観の段階を経て現代に到達したとしている。すなわち，ギリシアにおいては，

自然（ヒュレス）とは，多数の運動し存在する物体の世界であり，自然はそれ

自体，生気（プリューケ）・生命（ゾーエー）をもった秩序あるマクロ・コス

モスである。特定の地域に存在する生物などの生命は局地的有機体を樵成し，

人間は自然のなかのミクロ･コスモスとしてとらえられる。このようなマクロ

とミクロ・コスモスのアナロジー（類比）から自然の概念が構成されたと考え

られる。したがって，人間も神も，世界のすべてが自然に帰一し，自然と人間

は一つであって区分されることはなく，古来からの東洋，日本の自然観と相通

ずるものであづたといえよう。

しかし，人間・自然一体観ば，キリスト教の発展により，造物主としての神

とそのもとにある人間および自然を被造物として，明確に区分することになっ

た。ルネッサンスにおいては，自然が有機体であり，それ自体として生気・生

命をもつという考えは否定され，自然は外生的に規定された「自然の法則」に

従って秩序立てられ設計された全体の各部の配列システムであると考えられる

ようになった。また，自然に対して上位にあると考えられた人間は，自然を超

えて支配をなし得るものとして位置づけられ，自然対人間の対立のなかで厳し

く人間の文化が自己定位されたといえよう。

ギリシアにおいて求められたロゴス（宇宙の根本原理）は，自然そのものの

なかにあったが，ルネッサンス以降においては，ロゴスは人間と自然の対立，

自然という神の作品と科学・機械といった人間の作品のアナロジーで説明され

ることになった。人間が自然に対して優位となると自然に対して科学は横暴と

なり，人間は機械的に科学を駆使して自然を破壊するに至った。人間にとって

今や人間らしく生きること（ネオ・ヒューマニズム）が，おごった過去の機械

論的自然観を正す重大な変革の契機となりつつあるといえるであろう。

自然は機械論的にとらえ取り扱い得るものではなく，コリング・ウッドも言

うように，常に生成発展を遂げ，時間の推移のもとで，機能・能力を発現する

職能論的対象としての性質をもつものである。

今日，我々は，自然科学の対象であった自然の過程を，人間的事象の側から

再び一つの歴史的過程としてとらえなおすべき時期に到達している。人間が生

きかつ存在することの真実は何なのか。このことを人間対自然の関係一文化一

の自己定位の立場においてとらえるフランスのエコロジー運動は，我々に最も

鋭角的にその問題意識をつきつけているといえよう。

1970年代から1980年代にかけて，世界的な自然保謝堕動に対して決定的な

影響力をもったのは彼らの運動であった。経済学サイドからの人類への蕃告と

して大きな契機となったローマ・クラブによる『成長の限界』，政治の世界で

展開された西ドイツ「緑の党（グリューネ・パルタイ)」による政治変革の波，

いずれをとってみても，汚染や公害に象徴される現代の危機と矛盾にかかわら



ないものはない。そしてその思想の中核をなしたものがエコロジー運動の思想

・である。

エコロジストたちは言う「仲間たちよ，走れ,古い世界は君のうしろだ」「礼

拝堂の影にいて，どうして自由な考えができよう」と。彼らの運動は，成長に

活力を失い，汚染におかされてなお顧みることを知らぬ現代社会に対する反撃

であり，「強制収容所にも匹敵する都市計画」「質を犠牲にする量の支配」「経

済的価値による人間の疎外」「社会のなかの孤独」「コミュニケーションのメデ

ィア化」など告発に暇がない。

ローマ・クラブの『成長の限界』は経済成長と自然に対する人間優位が，い

かに現実にくずれつつあるかを具体的に示したものである。我々の経済サイド

からは，マテリアル・リミテーション（物質の限界）が刻々と現実化されつつ

あることを深く悟らねばならない。際限のない成長と進歩が，磯械論的科学技

術の延長路線のうえに，人間を含めた自然の否定という形で永久に定位し続け

るならば，人間の形成してきた過去の文化はその時を以て，一気にすべてを失

ってしまうであろう。

今日までの人間の経済的発展は，人間を自然から分かち，人間と自然の共同

体的結合を切断することによって，人間優位の自然利用・自然収奪の歴史的現

実を作り上げた。市場をめぐる人間の共同体は，ひたすら利益を追求しつつ近

代的合理主義の名のもとに，自然を合目的的に再編成した。まさに自然という

名の人工環境の出現は，自然を強制的秩序のもとにおいた人間の経済活動の所

産の一つであった。しかし，エコロジストのいうように，そうした人工環境の

多くは，しだいに強制収容所にも匹敵する状況に変化しつつある。

人間を自然と含めてl､一ダルとして認識することなしには，科学や産業の偏

った極端な進歩に，我々はますます分裂を深めるばかりとなろう。アメリカで

起こった科学的価値観の変化，すなわち，自然は生産活動の対象ではなく，人

間の限界を知らぬ欲望の歯止めとしての資源，公害を浄化する資源であるとす

る思想の変化は，エコロジーの科学運動の新たな傾向ともいえよう。

人間と自然の一体化，そして科学と精神の統一，それはまさにエコロジカル

な自然観を基本としなくてはならないであろう。

人間と自然とのかかわりは，自然の多くが森林でとり囲まれている地域で

は，人間と森林の共存共栄の関係を生み出し，森林文化が定位される。自然が

ヒュオマイ（生まれる）にもとづく以上，森林もそれ自体として生まれ生きる

自然であり，人間に対してもその物質的森林としての生態系の職成とその産

物・機能のすべて力蛍，生命（ゾーエー）を与える存在である。

自然が，ギリシアにおいて存在するすべてのものを包含したのと同様，森林

も自然として，森林にかかわるすべてのものを包含し，｜ﾖ然の存在のミクロ・

コスモスとしての人間を森林の広がりのなかで包含している。『森林の思考・

砂漠の思考』（鈴木秀夫教授）の対比のなかで，森林での人間は，地表の一点に

定着し，周囲の森林と真上の天をみあげる存在として位置づけられている。す

5

人間・自然のシステム

としての森林文化
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自然破壊・森林文化の

荒廃とその再牛

なわち，森林に住む人間は，適当な範囲で食料や生活の資材を探し求めれば生

存に対してさして思いわずらうことはなく，生が充満した人間と自然の一体の

世界に生存することができることを意味する。とくにモンスーン的気候に恵ま

れたアジアにおいては，森林は安定した物的循環を繰り返すなかで仏教を生み

出し，輪廻転生の世界に人間をおいた。「山川草木悉皆成仏」という経文に示

される人間の森林における文化の自己定位は，まさしく平等な自然槻と安定し

調和した生気（プリューケ）と生命（ゾーエー）の世界に立つものであり，森

林と人間の本質的ロゴスを示すものである。

しかし，人間は農耕と牧畜を知ることによって，しだいに森林を伐り開き，

森林を人間の目的に合う資源として利用しはじめ，人間に妓適な人工的環境と

して森林をつくり変えることになった。砂漠化の進行はそれであり，人工林化

もそれである。

この傾向は，キリスト教を奉じ，近代合理主義と近代科学を生み出した西欧

においてとくに顕著であった。すでに古ゲルマン時代における森林の利用は薪

材・木材の採取から家畜の放牧にも及び，利用の規制・森林の村落共同体によ

る所有など，人間同志の経済共同体の形成と自然からの人間の分離が制度化さ

れた。封建領主の時代においても，王侯貴族による森林の独占は，森林の利用

と収奪を，より階級的な性質のものとして特徴づけていった。経済林の成立は

封建領主に対する財産収入の保証から，やがて資本主義の登場とともに，ヨセ

フ・ケストラーの指摘するように鉱山業・精錬業などによる乱伐などを生み出

し，紙・パルプ業による乱伐も化学工業原料確保の手段として継続して行われ

た。さらに住宅資材の需要も加わって，人間による利潤のための森林の破壊は

決定づけられた。効率的な森林の経営を目ざして，多くの自然林は伐採され，

天然更新よりも人工造林などへの転換によって森林はまさに人工的採取資源へ

と転化し，人間支配の森林文化が定位された。アジアにも砂淡化は進行し，洋

の東西を問わず，自然の破壊は深刻となった。今日までに先進国をはじめとし

てそれに対応して伐採・成長・植栽の平衡を守り，緑の回復をはかるための計

画が進められた。しかし，エコロジストの指摘どおり時代はまさに重大な岐路

にたどりついている。バリー・コモナーが言う「自然が一番知っている」とい

う言葉がきわめて印象的に脳裏をめぐる。いかに上等な管理をしても，エコシ

ステムを機械同様に操作することは不可能である。エコシステム自体の自動均

衡的な力を強めること，これが最も合理的・自然的な地球の生かし方ではない

か。

我々は，再び森林文化の本質を生きている自然そのもののなかに定位し，さ

らにそれを支えるロゴスと実体を，人間社会自体のなかに求めていかなくては

ならなくなった。バイオエシックス（生物学と人間の価値の総合を目ざす科

学）の倫理は，まさに森林文化を腺流とする人間の英知によって築かれねばな

らないであろう。

＜完＞
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雪害発生の気象要因

1.雪害発生当時の気象

昭和55～56年の冬,各地に大雪が降り，東北や

北陸，その他合わせて22府県の人工造林地で,被

害区域面積約29万ha,被害額約741億円に達す

る雪害が発生した。その特徴は，主として東北地

方の太平洋側に昭和55年12月24日に発生した

冠雪害と，北陸を中心とする日本海側の諸県に，

大雪による雪害が発生したことである。

雪国では，樹が雪で折れるということは珍しい

ことではないが，例年雪の少ないところで雪害が

発生することはそう度々経験されることではない

ので一般に忘れられやすい。ここでは頻度の少な

い割りに被害の大きい冠雪害について簡単に解説

しておく。

冠雪害｡これは高橋の著書僖蜜魂瀞辮韓
謡撚蝋擶鱸)によくまとめられている｡それ
によると，冠雪害は多量の雪が一時に樹冠や枝な

どに付着して，その荷重のために林木が曲げら

れ，倒され，折れたりする機械的な被害である

が，林木に多量の雪が付着するにはある限られた

条件がある。

それは，降水が雨やみぞれから湿雪（水気の多

い雪）に変わった場合，気温が(＋)側から(一)側

に降下していくとき（例えば夜間気温が降下して

いくときに(＋)だった気温が氷点下に下がってい

くとき)，その温度範囲が＋3°Cから-3.Cの範

囲にあり，風速が3m/s以下で弱いときに樹冠

につく雪の鐙が多くなるといわれている。

気圧配置についてみると，太平洋側で冠雪が発

達するのは，冬，台湾付近で発生した台湾坊主と

呼ばれる低気圧が発達しながら北東進するとき

や，日本海側にも低気圧があって，2つの低気圧

が本州を挟んで北東進するいわゆる二つ玉低気圧

（これは大きな気圧の谷が日本を西から東に通過

するとき，本州をまたぎ2つの低気圧を作るもの

が多い）が西から東に通過するもので，太平洋側

山地にまで大雪を降らせ，被審を発生させること

が多い。気圧配置でもう1つの型は，北陸沿岸付

近に小低気圧や北陸前線が発生して，沿岸部に多

量の雪を降らせる場合である。この雪は里雪と呼

ばれ，非常に湿っていて冠雪害を起こしやすい。

日本海側で降る雪は，シベリアからの北西の季

節風によってもたらされる寒気が，相対的に暖い

日本海を渡ってくるときに，海面で温められ，水

蒸気を吸収した空気が，上空の冷たい空気の中に

対流によって上昇し，積乱雲を作り，これを発達

させながら本州に上陸してくるためによる。季節

風が強いときはそのまま脊梁山脈に吹き当たり山

地に多量の雪を降らせる。

天気予報でしばしば輪島上空500mb(地上約

5,500m)の気温が放送されるが，これは寒気が

流入してきて輪島上空の気温が-35｡C以下にな

ると，北陸地方を中心に大雪が降りやすいためで

ある。すなわちシベリアから来る寒気の温度が低

いほど，日本海の水温との差が大きくなり，対流

が盛んになり，雪を降らせる積乱雲の発達が大き

くなるためである。そういう意味で，輪島上空の

気温が注目される。

昭和55年12月～56年1月の輪島上空毎日21

時の気温変化を図・1に示す。この図は温度目盛を
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図･1輪島上空500mb(地上約5,500m)の21時の気温変化

気温が-35｡C以下になると，北陸を中心に大雪が降りやすい

上方に低くとってある。

天気図や県気象月報等でこの冬の天気の経過を

調べてみると次のとおりである。

この冬初めて日本海側で広範囲に雪が降ったの

は12月4日である。3日夕方朝鮮半島から日本

海に東進して来た低気圧が発達し，4日朝北海道

に上陸したが，その背後を南下して来た冷たい季

節風によるものであった。しかし雪の量はまだわ

ずかで，積雪をみるほどではなかった。

しかし11日に朝鮮半島から口本海に入った低

気圧は，12日になって発達を続け，13日夜には

樺太の東に去ったが，12日から15日まで強い季

節風が吹いた。このため，各地に降雪があり，15

日911寺の積雪深は，富山県の岐阜県境に近い利賀

で105cm,福井県北谷で105cm,新潟県鍵取で

84cm,湯沢で40cmに達した。

その後弱い冬型の気圧配置が続いたが,23日に

は，日本は大きな気圧の谷に入った。この気圧の

谷は，日本海と太平洋に低気圧を作り，二つ玉低

気圧となって24日東北地方を横切って太平洋に

出た。このとき日本海側の低気圧は，太平洋側の

低気圧にその勢力を移し，一つとなってさらに台

風並みに発達し，25日には東方海上に去った。

当時の天気図は，図･2のとおりである。

この二つ玉低気圧の通過に際し，23～24日にか

けて北陸では少量の雨や雪が降ったが，東北地方

’

図･2昭和55年12月23～24日東北地方に冠雪害をも

たらした低気圧の推移

図･3昭和55年12月27～28日にかけて，日本海に低

気圧が停滞し，その西側を寒気が南下を続け，各地・

に大雪をふらせた

太平洋側では，沿岸部で100mm前後の雨が降

り，福島県阿武隈山地や岩手県の山沿いや内陸で

は大雪が降り，強風が吹き荒れた。このため岩手

県・福島県では，激しい冠雪害に見郷われた。こ

れについては別に述べる。

この二つ玉低気圧が去った後,26日にも日本海

と太平洋側に低気圧が発生した。太平洋側の低気

圧は弱いものであったが，日本海側の低気圧は26

日から28日にかけて日本海に居すわり，発達を

続けた。この低気圧は30日北海道東方に去った



が季節風が強く（図・3参照)，その後面で寒気の

南下が続き，輪島上空で26日には-36｡C,27日

-41.7｡C,28日-40.1｡C,29日-37.1｡C,30

日-38.2.C(図・1参照）と5日間も-35｡C以下

の寒気が流入してきて，各地に大雪を降らせた。

北陸はもちろんのこと高知県や岐阜県でも28日

から30日にかけて大雪となった｡31日には冬型

の気圧配置は弱くなり，56年1月]・日ほおだやか

な天気となったが，黄海にあった1,008mbの低

気圧が夜日本海に入り，2日には990mbに発達

し,3日午後津軽海峡を東に抜けた。このため8

日夕方まで季節風が強く吹き，輪島上空には2日

から6日にかけて-37～-35｡Cの寒気が流入し，

北陸を中心に大雪が降り始め,8日夕方まで続い

た。この間3日から5日にかけては，内陸・山間

部では連日50cm前後の降雪が続いた。9日は弱

いながらも冬型を持続し，10日から再び寒気が

流入してきて冬型が強くなり，14日まで降雪が続

いた。その後冬型の気圧配置は弱くなったが，21

日上空を気圧の谷が通過，これによって，新潟を

中心に50cm前後の雪が降ったが，だいたいこれ

で大雪は峠を越した。新潟県では1月の最深積雪

が，平年の2倍に達したところがかなりあった。

Ⅱ、各地の降雪状況

12月24日には福島・岩手・青森の諸県で冠雪

害が発生した。その状況は次のとおりである。

12月22日に朝鮮半島から東支那海にかけて深

い気圧の谷が現われ，東進するとともに発達し，

23日|ﾖ本列島にかかると，日本海と太平洋海上

に，本州を南北から挟む具合にいわゆる二つ玉低

気圧を作った。太平洋海_この低気圧は本州南岸沿

いに発達しながら北東進し，気圧の谷が東北地方

中部を横断するときに，日本海側の低気圧を吸収

して,24日にはその中心は太平洋に出て,21時に

は，中心気圧972mbという台風並みの強さに発

達して三陸沖へ遠ざかり25日天気は回復した。

この気圧の谷の通過に伴い，福島県では白河で

23日夜おそく雪となったo24日には福島は大雪

からみぞれ，白河は風雪，小名浜は大雨一時みぞ

れが降った。24日浜通りから中通りにかけて100

､

9
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－－－－等温線C:低槻の中心。
-700mb等高度線,,60m11il隅でかかれており．300とあるの
は3000mを意味している。L:低圧部,H:尚圧部．
×：中心位撹

図・4昭和55年12月23日21時の高層天気図(700mb)

mnl内外の降水があったが,阿武隈山地では30~

100cmに達する降雪があった。23日21時の700

mb(地上約3,000m)の高層天気図（図・4)に

よると，本州から九州まで大きな気圧の谷におお

われ，その南東部に強い，しかもほとんど水蒸気

で飽和した南風が上空に吹き込んでいたことがわ

かる。同時刻の地上天気図をみると，本州では近

縦から東北南部にかけて雨か雪が降っており，福

島県下の雨雪もこの湿った南風によるものであっ

た。

また23日夜は21時の地_上天気図によると，東

北地方は全般的に風が極めて弱かった。気温につ

いてみると，23日の最高気温は福島3.0｡C,白

河2.9｡C,24日の最低気温は福島0.2｡C,白河

0.3｡Cであったから，標高がこれより100nl以上

も高いところでは，冠雪の発達する条件が十分そ

なわっていたと考えられる。それに10m/sを越

す暴風が吹いて，林木に被害を与えたものと考え

られる。24日正午ごろから林木の折れる音がき

こえ出したといわれている。

またこの二つ玉低気圧が通ったあと，26日に

も日本海と房総沖に低気圧が現われたが，これは

極めて弱いもので，上空には西風が吹いており，

その影響はなかった。

岩手県では福島県より雨雪の降り方が少しおく
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れ，24日に集中的に降った。宮古から大船度に

かけては90～104mmの降雨があったが内陸では

雪が降り，葛巻の101cmを最高に北上山地では

30cm以上の降雪があった。23～25日の最高気温

はほとんど各地ともプラス，最低気温はマイナス

となっており，冠雪が凍着しやすい条件下にあっ

た。

24日の餓大風速は,盛岡13.2m/s,宮古14.4

m/s,水沢13.5m/sと非常に強く，暴風雪と

なり，林木に凍着した雨雪の重みと暴風により，

被害が発生したものと思われる。

次に日本海側の一例として富山県では，12月

26日から29日にかけて大雪が降り，岐阜県境に

近い利賀では，この間に2nlも積雪を増した。1

月に入っても強い寒気が数回にわたり来襲し，県

内は38年の豪雪に次ぐ大雪となった。すなわち

1月4日から9日，11日から14日にかけて大雪

が降り，積雪は富山で13日に160cm,伏木154

cm,14日砺波181cm,利賀430cmに達した。

利賀で積雪が消えたのは4月29日であった。

滋賀県では，12月26日夜半から北部山間部を

中心に降雪が続いたが，29日夜半前から30日朝

にかけて北部はほとんど全域大雪となった。積雪

は彦根で30日9時に20cm,柳ケ瀬で31日9時

に145cmに達した。また1月3日夜半から県北

部は大雪となり，5，6日と降雪激しく，柳ケ瀬で

は6日9時に230cm達した。その後も11日から

県北部地方で大雪となり，柳ケ瀬では15，16日

の9時に積雪350cm,彦根で35cnlの積雪をみ

た。16日朝は県南地方でも5cm前後の積雪があ

ったが，これを最後に滋賀県の大雪は終わった。

なお1月14日伊吹山では56年1月14日15時に

積雪820cmを観測した。これは1月の積雪とし

ては，昭和20年1月28日の850clnに次ぐ第4

位の記録で，36年ぶりの豪雪であった。

岐阜県では，12月4日に今冬始めて降雪をみた

が，積るほどではなかった。しかし14，15日と

県北西部では大雪が降り，神岡では一日で60cm

も積った。白川では15日に100cmに達した。そ

の後26日まではたいしたことはなかったが，27

150

1(）

1

図･5岐阜県昭和56年1月最深積雪(cm)

日から30日にかけて飛騨地方，美濃地方の山間

部で豪雪が降り続き，積雪は29日に神岡で175

Cnl,高山135cm,六厩240cm,30日には白河

で355cmに達した｡高山では29日9時に110cm

で，高山測候所創立(1899年)以来「12月の月別

最大積雪の深さの最大値」の第1位を更新した。

この大雪で，雪崩による死者3人，負傷者6人が

でた。また鉄道の運休，国道41号，156号，158

号，303号をはじめ，県道等が一時不通となっ

た。31日には冬型がゆるみ低地では時々雪かみ

ぞれが降った。

56年1月に入り，3日から再び冬型の気圧配置

となって，飛騨地方，美濃地方の北西山間部では

7日まで大雪が降り続いた。その後11日から寒

気の流入とともに14日にかけて降雪があり，白

川では15日に450cm,川上で340cmを最高に，

岐阜県の大雪は峠を越した。本県における1月の

最深積雪の分布は図・5のとおりである。

高知県では，県西部・山間部において12月28

日から30日にかけて大雪が降り，30日の積雪は，

大正72cln,梼原60cm,高岡郡東津野村の天狗

高原で1.2mに達した。その後は,56年1月3

日，11日に10cm程度の降雪をみたにすぎなか

った。

（おかのうえまさお・日本林業技術協会主任研究員）
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藤森隆郎

雪害にみる造林上の問題点

査がなされてきた。筆者もそれに関係し，また被
1．はじめに

害地の調査，視察の機会からも多くの知見を得

56豪雪災害というのは，55年12月下旬から56た。これらを通して56豪雪の結果を概観してみ

年1月下旬にかけての約1カ月の異常豪雪によるたい。

災害のことである。その被害の大きさは未曾有の
256豪雪と被害の特色

ものであり，そこから今後の対応技術に役立つ多

くの経験や知識が得られるとともに，様々な難し56豪雪の森林被害は東北から九州北部にまで

い問題や課題のあることもわかってきた。及ぶが，特に顕著な被害は福井，石川を中心とす

関係諸県はその被害調査に当たってきたが，林る北陸に岐阜を加えた地帯と福島県下である。こ

野庁ではそれを補助するため，56年度から2年間れらの主要県の被害発生機構と被害形態の要点を

「豪雪による森林被害の発生機構および今後の対表･1に一覧する。56豪雪被害の主な特色は次の

策に関する研究」課題を設定し，それに沿った調ようである。

表．156豪雪主要県の被害タイプの比較

被害の中心地域

披害発生時期

被害発生時の気圧配置

被審発生時の雪の質量

福井

福井市の南東部隣接地域の標高

400m以下

12月27～29日の3日間に集中

西高東低下の停滞小前線（小述

統低気圧）による帯状雲

湿雪（＋3～＋1°C）

多鯉（日降雪量50cmを越した

所あり）

強弱混在（福井市の最大風速は

被害発生時の風18m。しかし内陸の風速はよ

り弱い模様）

被害と方位地形

被 塁I望
医8 形 態

被害額（億円）

’
方位と無関係。地形との関係も

少ない

樹諏，林相，林齢を問わず冠雪

折損を中心とする被害多。折損

部直径24cmに及ぶ。壊滅林分

多。

2m以上

岐阜

県北西部の郡上郡と飛騨地域で

標商300～1,0mm

''2月28,2,日に集中

’

同左

乾燥雪（最高気温が－3°C以

下)。極多魁（日降雪最'68cm，

2日縦けて100cm以上の所あ

り）

｜ 福島

’

阿武隈山系中通りを中心に標商

300～650m

12月24日

太平洋岸を低気圧（二つ玉低気

圧の一つ）が発達しながら通過

湿雪（O～2°C）

やや多溌(日降雪量30～50cm）

ほとんど無風（最大風速lm)中（扱大風速7m)

方位と無関係

スギの1～3齢級の倒伏と3～6

船級の冠雪折損被害多。折損部

直径26cmに及ぶ。壊滅林分

多。

78

I

Ⅱ

’

東面よりの背風面で，斜面中下

部の土壌のよい所に被害多

スギの3～7齢級の冠雪折損被

害が中心。折損部直径は20cm

に及ぶ。壊滅林分多。

260以上
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1．被害発生地が全国的広がりを持ち，これま

でにない重度の被害を受けたところが多く，被害

程度の範囲が極めて大きく，被害総額が極端に大

きい。

2．被害発生の気象条件と被害形態が場所によ

り多様であり，従来から見られる被害タイプと新

しいタイプの両方を包含している。

気象条件からは，西高東低型によるE1本海側の

雪害と，太平洋を低気圧（二つ玉低気圧の一つ）

が発達しながら通過したことによる太平洋側の被

害に大別される。後者による被害は，福島県阿武

隈山系中通りと栃木県八溝付近に見られる。前者

はさらに西高東低下の小さな停滞前線（寿命の短

い小低気圧が連続的に通過）の帯状雲から降る集

中蕊雪による場所的にも時間的にもある範囲に集

中して起きる大被害と，いわゆる西高東低による

長期にわたる断続的な豪雪とに分けられる。

帯状雲による豪雪は福井，石川，岐阜に見ら
ぐじよう

れ，福井県の越前から岐阜県の郡上郡付近にかけ

て最も大きな帯状雲がかかっていた。ここで不思

議なのは，福井の被害が標高400m以下，特に

200m以下に集中しているのに対して，岐阜の被

害が標高300mから1,000mの高さにわたってい

ることである。被害地の被害時の気温は，福井で

は+3｡Cから+1°Cと非常に重たい湿雪が降り続

いたのに対し，岐阜では最高気温が－3｡C以下で

乾燥した雪だった。この違いの原因の一つは表･1

のように岐阜の日降雪量は極端に多くほとんど無

風という，雪質以外の極めて強い冠雪条件がそろ

っていたことではないかと思われる。もう一つは

福井側に比べて岐阜側は内陸であり，普段は雪

質，降雪瞳の点で冠雪害を受けにくく，品種を含

めて林分柵造が異常な降雪条件に対して相対的に

弱いものだったのではないかと思われる。いずれ

にしても岐阜県郡上郡では最高1日168cmの降

雪で,2日続いて100cm以上の降雪があり，その

間の最大風速は11nという異常さであった。スギ

の幹の折損部直径は普通は8～15clnの範囲が多

いが，岐阜では20cIn以上のものも多く，最高は

26cmであった。いかに強力な雪の加重があった

写真･1福井県美山町三万谷の80年生林分

平均樹高26m,平均胸簡直径38cm,収量比数0.55,平均形
状比68の林分で,被害本数率84影,折損部直径が20cmを越え
るものも多かった。林分柵造としては最も被害を受けにくいは

ずのものがこれだけの激害を受けたことは，この地域の気象条
件がいかに厳しいものであったかを示すものである

写真･2福井県の被害地

福井市と美山町の境。地形に関係なく擬害が出ている

かを示すものである。

それに対して福井県の低山部では風の強い時や

弱い時があったが，非常に湿ったどか雪が3日以

上降り続いた。そのため形状比の低い木や大径木

でも被害を被り，折損部直径は最高24cmで,20

cm以上の被害も多かった。折損部直径の大きさ

を発生要因の強さを示す一つの指標とすると，福

井と岐阜の被害発生時の気象条件が最も強烈であ

ったといえる（写真･1参照)。福井県側の標高600

m以上では，それ以下よりも降雪量の多かったと

ころが多いにもかかわらず，被害が軽微だったこ

とも合わせ考えて，福井から岐阜にかけての現象

の理由を多方面から検討する必要がある。

福井，石川，岐阜の帯状雲による豪雪被害では



被害と斜面方位に関係は認められなかった。福

井県では地形との間にも関係は薄かったが（写

其.2）石川県では斜面中下部直型，凹型斜面と凹

地型の土壌の良いところで被害が目立った。降雪

条件が厳しくなるほど方位や地形の影響は小さく

なってゆくとみてよい。

福井’石川，岐阜の被害は3日ないし2日間に

集中しているが，福島の被害は1日ないしは半日

間のものである。その間の降雪罰は30～50cmで

0.Cから+2｡Cの間の湿雪であった。最大風速は

7nlで，かなりの風を伴っていた。この数字を見

る限り，北陸や岐阜の被害地のものに比べるとた

いしたものではなく，その被害額の大きさは太平

洋側の森林の雪に対して弱い体質を表現している

ようである。

福島の被害は，林木の側に被害を大きくする要

因があったようである。すなわち，大きな被害の

出た県の中で福島のスギ林の収量比数，形状比と

も最も高く，スギの適地に恵まれた新興林業地帯

が多く，被害を受けやすい20年生代の林分が大

きな広がりをもっていたことである。このような

危険な年代のスギ林が多いことは，全国共通の現

象であり，注意が必要である。福島の被害は斜面

方位と地形に関係がみられ，東面寄りの背風面

で，斜面中下部の土壌の良いところに被害が多か

った（写真･3)。また福島の被害林木の折損部直

径は8～16cmの範囲が主で最高は20cmであり，

福井，石川，岐阜県のそれに比べて小さかった。

以上が56豪雪を象徴する被害地の特色である

が，もう一つのタイプとして，いわゆる強い西高

東低の気圧配置が繰り返され，溌雪地帯の恒常的

な雪害の程度が強められたり，その周辺外側にあ

った地帯の幼若齢林分が倒伏，根返りなどの被害

を受けたものがある。新潟県では山雪型で，積雪

が41nを越した地帯では5,6齢級の林分まで倒

伏し,60年生以上の高齢級の林分に折損被害の多

く出ているのが特色的であった。

滋賀県北部は福井県に隣接していながら致命的

な被害は,12月下旬の降雪よりも1月上旬と中旬

のものにあったようであり，最大積雪深が250cln
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写真･3福島県の被害跡地

斜面下部凹地に被害の無中したことがわかる

以上のところでスギの3齢級までの被害が多く，

40度以上の急斜地では根返りが，20度以下の緩

傾斜地では折損が目立ち，中傾斜地ではほとんど

が倒伏であった。兵庫県の日本海側では3齢級ま

でのスギとヒノキの倒伏被害が主で，倒伏すると

ヒノキの損害の大きいことが目立った。

3．樹種

被害樹種はスギが圧倒的に多い。これはスギが

冠雪害に対して弱いこと，多雪地帯ではヒノキが

倒伏被害に対して弱いために，植栽樹種がスギ中

心であること，寡雪地帯でも3齢級以上の人工林

に占めるスギの比率の高いことによろう。

福井県ではヒノキ，アカマツ，コナラをはじめ

とする落葉広葉樹にもかなりの被害が見られた。

福井や滋賀では壮齢ヒノキ林（収量比数はいずれ

も0.73～0.75）が激害を受けており，ヒノキが必

ずしも安全とはいえない。しかしヒノキの折損部

位はスギに比べて相対的に高く，また裂ける距離

は小さく，被害木の利用の点では好ましい性格を

有している。福井，福島をはじめアカマツの激害

林分も多く，100％壊滅のものもあった。しかし

アカマツは裂けても最寄りの輪生枝の場所でそれ

が止まるため，被害材を利用する場合には歩止ま

りはよい。モミの被害は福井や福島の激害地帯で

もほとんど見られなかった。天然に孤立木状に生

えていることにもよろうが，冠雪害に対してモミ

は強いようである。福島県ではカラマツの人工林

が思ったより冠雪害に弱かった。
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4，スギの品種

スギは品種によって耐雪圧性，耐冠雪性に違い

のあることはよく知られており，その最たる違い

は裏日本系と表日本系の違いに見られる。しかし

今回の調査結果では，それぞれの地域内における

郷土品種の間に顕著な差はつかみにくかった。

福井県の被害地には2カ所の品種展示林があ

り，それぞれの展示林では被害率，被害形態に品

種間差が認められたが，両展示林間で被害率の異

なる品種もあった。ミズウミスギの被害率の低い

ことが目立ったが，ミズウミの樹高生長は小さか

った。この性質が一般的であるとすると，ミズウ

ミは冠雪害に対しては強いが，豪雪地帯では雪圧

害の危険時期を長く経過せねばならないことにな

る。両展示林の樹冠の形状を示す諸要因と被害の

間には，一定の傾向は認められなかった。今回の

ように異常に強力な外圧の加わった被害では，樹

冠の形状や枝葉の性質は被害の回避には直接は結

びつかなかったようであり，被害の差を分ける樹

木側の抵抗力は相対的な樹幹の強度にあったので

はないかと思われる。

兵庫県北部の品種系統試験地を見ると，県内の

品種はすべて一けたの被害であったが，県外品種

は富山のマスヤマスギを除いてはすべて二けたの

被害率を示した。特に九州由来のヤブクグリ，ア

ヤスギ，マツシタ1号は被害が大きく，冠雪害に

弱いとされているポカスギ，サンブスギの被害は

ここでも大きかった。岐阜県の被害地の大半はボ

カスギとイポスギで占められており，その他の品

種の被害は少ないように伝えられている。品種が

どれだけ岐阜県の被害率に関係したかの判断は難

しいにしても，その辺の検討は必要であろう。

今回の災害を通して痛感させられるのは，被害

に対する品種間差を測れる品種試験地が極めて少

ないことである。しかし試験地を多く作ることに

は限界があり，望まれるのは国有林，県有林で事

業の一部に品種が比較できるように工夫を加えて

ゆくことである。一見能率は悪いようでも長期的

に見て危険の分散の役割も果たすであろう。民間

においても同じように努力が望まれる。たとえ何

割かでも被害の少ない品種を求め，それを繰り返

してゆくことの努力は資重である。

品種を選抜してゆくときに，耐雪性として形態

のどの部分が利いているのかを解明することは選

抜技術として，また保育技術へも本質的に重要で

ある。そのためには実験手法を通して樹木の側の

雪害発生機構を解明してゆかねばならない。

5．施業

福井県の激害地では施業上欠点のない林分でも

大きな被害を受けており（写真･1)，その地方で

は天災の要素が強かった。一斉林も複層林も同様

に被害を受け，大径木を頂点とするよく管理され

た択伐林も全層にわたって大きな被害を受けてい

た。複層林が気象災害に対して強いという通説は

今後も色々な条件のものを比較検討してゆく必要

がある。

岐阜県では，同じ場所に同時に植えられた林分

内にも被害の大きなところと小さなところがあ

り，それぞれの部分をプロットして調査比較した

ところ，被害の大きなところは密度と形状比の高

い傾向がはっきりした。しかし各所のう?ロットを

集めて林分の被害率と平均形状比との関係を見る

と，傾向はかなりぼやけてくる。場所が変わると

色々な要因が複雑にからんでくるからであろう。

したがって形状比が低いほうが被害に対して安

全であるとはいえても，どの程度の形状比にすれ

ば安全かということを一般則として出すことは難

しい。だが雪に対応した大筋の指針は必要で，そ

のための資料の集積と解析はやはり大切である。

ただし形状比といっても，林分平均形状比と林分

個体の形状比の関係と区別を常に心得て論議しな

いと，混乱を招くことが多い。また被害に対して

危険な形状比の範囲は，林分の生育段階に応じて

異なる傾向が認められ，このところをよりはっき

りさせてゆく必要がある。

福島県の被害地では昔は1,500本から2,000本

植えであったが，戦後3,000本植えになり，その

成果が出ないうちに今回の被害に会ったという。



問題は3,000本植えが悪いのではなく，間伐の習

悩がなく，間伐の認識を伴わないまま植栽本数の

全国的傾向に従ったことである。林業をとりまく

社会情勢の変動から間伐の進まなかったこともあ

ろうが，このような問題は全国的にも多いので他

lliの石とすべきである。林業経営者にとって間伐

の勉強，工夫，努力は強調してもしすぎることは

ない。

縦に直線的に並んだ植え方が被害を大きくして

いる疑いは今回も持たれた。しかしその傾向をつ

かむための測定がなされておらず，この点が今後

の課題である。現在ほとんどの植栽が縦列，すな

わち方形植えであるが，能率は多少落ちても三角

植えも試み，常に比較検討してゆくことが望まれ

る。三角植えは将棋倒しになりにくく，樹冠の均

整がとれやすい点で耐冠雪に適しているとみて理

論的にまちがいないだろう。

人工林の造成と林道，作業道の充実は不可欠の

関係にある。作業道が適当に入っていないところ

は保育の実行が困難であり，また被害を受けた時

に用途に供せられる材でも搬出困難で結局捨て去

らねばならない例が今回も非常に多く見られた。

また齢級の頻度分布の集中も危険であり，齢配分

を今後長期的に修正していく努力が必要である。

樹冠内折れの木は，その後生育可能なものでも

残しておくと，そこより下に材の異常変色が何メ

ートルにもわたって拡大し，材質が著しく低下す

ることがわかった。したがって，その時点で用途

に供せられる被害材は利用し，その他の被害材は

伐り捨てて，思い切って更新したほうがよい。た

だし，健全木の残り方により，一斉更新か群状更

新か，あるいは複層林類似の型に誘導してゆくか

の判断が難しく，この判断材料を提供することが

今後最も重要なことの一つである。今回不幸にし

て災害を被ったところで，様々の更新がなされた

が，その追跡調査を忘れてはならない。なお，折

れの形態と折損部の太さがどの程度であれば変色

被害から免れるかは，まだはっきりつかめておら

ず，ここをはっきりさせることが，被害木を残す

か伐るかの判断材料として重要である。
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6．再検討，試み，記録

世界広しといえども，日本のように緯度が低く

て，これだけの降積雪をみるところはないようで

ある。春から秋までの温暖多湿な気象条件は植物

の種を多様にし，森林が高密度状態を保つことを

可能にしている。その一方で冬になると林木は恒

常的，突発的に雪の圧力を受ける。日本の自然の

林相を複雑にさせている大きな要因の一つはここ

にあろう。そういう条件の中でスギを中心とする

人工林を拡大させてきたのであるから，雪に対応

した技術の基本的研究はもっとなされるべきであ

ったろうし，なされるべきである。また，造林地

の拡大についても軌道修正すべきところはチェッ

クしてゆかなければならない。

不幸にして被害が発生したら，その要因を解明

するための的確な調査が必要であり，その方法論

を養っておかねばならない。また被害程度とその

地域を記録し，雪害危険地帯区分図のしっかりし

たものを作製してゆく必要がある。どのような品

種を選び，どのような保育をしてきたかの記録が

重要である。林業経営における普段の工夫と試

み，その記録こそ研究を発展させ，技術を向上さ

せる根源であることを痛感する。厳しい国産材問

題の中で，さらに雪のハンディに対応してゆかね

ばならない林業を直視し，我々の英智を傾けてゆ

かねばならない。

（ふじもりたかお林業蕊鑿獺塞長）
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愉報，賓料と林業試験場造林部56年度業務報告資料を参考に
した。



16

Ｉ
二
１
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次年度で復旧終了一失われた

経営意欲の回復をはかる(岐阜県）

小栗良昭

はじめに

昭和55年12月末から56年1月にかけて,東北,北陸

を中心に襲ったいわゆる「56年豪雪」は，本県の森林に

も未曾有の大被害をもたらした。

それは，ぼう大な雪の量と例年にない重い湿雪であっ

たため，スギ，ヒノキ等の冠雪害による倒伏，折損等の

被害で，被害区域面積5万ha,被害額77億円を越える

ものであった。

倒伏，折損別の被害状況は，面積では9：1，被害額で

は5：5という比率で，面的に倒伏被害が目立った。

正月気分もなく，56年の新年早々 ，県では豪雪対策

本部が設置され，救援物資の輸送，調査団の派遣など稜

極的な対策が講じられた。これを受けて林政部でも，雪

害対策実施要領を定め，部長を総括に各課長をはじめ出

先磯関の12県事務所の林務課長,7山林事業所長をメン

バーとして，異常事態に適切に対応することとした。

何はさておき，被害状況の早期把握が優先かつ急務で

あるという錐本方針にたち，融雪後の復旧事業の円滑な

実施に倣え，復旧費の知事専決，森林組合の活動資金の

予算化等その対策に全力が注がれた。

被害の把握は毎週2回の報告を義務づけられていた

鍼当初は，とても入山できる状況でなかった。そのた

め国道付近から現地が把握できるものに限っていたの

で，第1回目の報告（1月17日）は587“'1億4千万

円とわずかであったが，報告の回を重ねるに従って，ま

た，融雪により現地調査が可能となるにつれ，被害は文

字どおり雪ダルマ式に増えつづけ，予想を上回る大被害

となった。

長年にわたる砿大造林推進策に大きな打撃を与え，今

後の林業経営意欲に水をさすことがことのほか心配され

た。

さて，このたびの豪雪による森林被害の復旧に際して

の問題点等について述べてみることとする。

1．森林災害の復旧に要する労働力の不足

主として家族労働によって過去何十年間毎年毎年培っ

てきた森林が，今回の災害により一度にしかも大量の労

働力が必要となり，山村住民の総動員によってもなお不

足の状態であった。

一部の町村では，県内外から請負の人夫としての労側

力の導入はあったが，緊急を要する倒木起しを最優先

し，起こしても復旧不能な被害木の盤理および跡地の造

林については大部分を次年度以降に回さざるを得なかっ

た。

2．森林組合の受託能力の限界

激災法の改正により創設された森林災害復旧事業は，

県，市町村，森林組合，林業公社および知事が認めた森

林所有者が組織する協業体“織休）が事業主体となる

ものに限られていることから，一般の森林所有者から事

業委託の申込みが殺到した。

特集／‘郡年豪雪災"を顧みる

森林雪害対策の記録(岐阜県.福島県）
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森林組合の作業班は，本来，通常の受託事業蝋の範囲

で組織されており，今回のように急増した災害復旧の受

託事業に十分対応できるものではなく，やむをえず，急

きck臨時作業班を募集したものの，作業班として応蕊し

た住民は極く限られた一部の人で，作業班の拡充は困難

を極めた。

また，一般的受託手続きのほかに，臨時作業班に要す

る労災保険等の手続き，労務管理のための組合職員の臨

時的補充，資金繰り等組合運営上も繁雑を極めた。

3．森林組合運営資金の調達

森林組合の運営資金については，幸いにも，県単独事

業で実施している森林組合協業化資金（3カ月間，出資

金の倍額まで,年利5.6％)および急きょ創設された県激

甚災害復旧資金（前記資金と同条件）の借入れによる組

合運営を行った。しかし，貸付条件等から必要額を満度

に調達できず，一部を高利率の農協，市中銀行等から借

入れを行わざるを得なくなり，これに要する利息，返済

期限等の問題から，一部の組合では市町村から利子補給

を受けたところもあり，市町村財政にも負担をかけた。

4．事務手続き等の確定の遅れ

既往の制度ではとうてい対応できない今回の災害復旧

事業に対して,全国の森林組合,市町村,県議会,国会議

員の諸先生等幅広い強力な要請のもと，林野庁の精力的

なご努力によって激災法の適用ならびに予算の碓保がな

されたことは林業関係者にとって大きな福音となった。

しかしながら，この制度は初めてのことであり，取扱

いの基本となる要綱・要領等諸規程の整備は，国，県段

階におけるぼう大な，しかも急を要する事務戯および財

政当局との折衝等により遅れをとり，県の予算措置はあ

っても，補助金の交付はかなり遅れざるを得なかった。

このことも森林組合の運営あるいは市町村の財政面にも

影響を及ぼした。

また，このことに関連して，今回の森林災害復旧事業

は査定を伴うものであり，しかも早急に行う必要があっ

たことから，この査定のため，林野庁造林課の総力をあ

げた取組み，大蔵省立会官の献身的な協力をはじめ，県

および出先織関ならびに市IIU村森林組合職員の努力は

並々ならぬものがあった。とりわけ，査定関係に従事し

た関係者が連日不眠不休で対応したことは特筆しておか

なければならない。

5．対象外森林の救済

森林災害復旧事業の対象となる森林は，被害率，面

積，林齢（樹高)，種類等により制限されており，すべ

ての被災森林を救済することはできない。このため，市

町村あるいは燕林組合の立場としては，同じように被害

を受けながらこの事業の対象とならない森林についても

何らかの救済処圃を識ぜざるを得ないことから，激甚被

害を受けた多くの市町村では，それぞれの財･政事情等に

応じて，次のような対応策がとられた。

○森林災害復旧事業と一般造林補助事業あるいは県単補

助事業との補助差額を市町村単独事業で補てん

○木起し機の購入代金，倒木起しのテープ代金等の全部

または一部補助

○森林組合運転資金の利子補給

6．人工造林事業の減少

森林災害復旧事業にぼう大な労働力を費したこと，被

災森林所有者の経済的負担増，精神的ショック等による

造林意欲の停滞等から，やむを得ないことではあるが，

昭和56年度の人工造林は当初計画の80％に減少した。

災害に起因したとはいえ，一度急激に落ち込んだ人工造

林は，通常でも年々減少傾向をたどっているだけにその

回復はなかなか困難であり，関係者の懸命な努力で昭和

57年度は前年度より500ha増となったものの後遺症は
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てとりまとめ，主として県，市町村，森林組合等行政面

からの対応，処理の姿を紹介させていただきたい。

被害の概況

1．被害実態の把握

雪害発生の時期が12月末で，しかも除雪の経験が全

くない地域の市町村にとっては，なんといっても生活道

路の確保が最も緊急な課題であった。しかし道路がなん

とか通れるようになり，森林被害の実態が判明するにつ

れて，その惨たんたる状況に森林所有者はただ自失誰然

であった。

県としてはなんとか対策の足がかりをつかむため,12

月26日に5変の調査班を編成し被害の実態調査を行い，

1月早々から県の出先機関，市町村，森林組合の総動員

体制で被害状況調査にとりかかったが，真冬という厳し

い気象条件下，しかも限られた時間と労力の中で十分な

る調査を行うことは困難であった。

2．被害状況

被害の特徴を要約すれば次のとおりである。

消えていない。

おわりに

56年豪雪による被災森林の復旧事業は，いろいろと

問題が生じたが，被災森林のほとんどは，倒伏木は引起

こされ，折損木等は整理され，跡地の造林も終わり，後

遺症はしばらく残るものの一応落ちつきをみた。

今回のような激甚な災害は二度と起こってほしくない

が，不幸にして起こった場合でも，今回の豪雪を機に創

設された森林災害復旧事業で，恒久的措置として対応で

きることとなったのは，林業関係者にとってありがたい

ことである。（おぐりよしあき・岐阜県林政部造林課）

画期的"激災法(改正)"の適用に
よる4年がかりの復旧計画一復

旧の要，森林組合へ大きな期待
(福島県）

佐藤正直

はじめに

昭和55年12月24日から25日に

かけて降った雪は，福島県の林政史

上かつて経験をしたことのない大き

な森林被害をもたらした。

被害は，スギ，アカマツの造林木

が主体であったが，広葉樹にも及

び，さらに，東北電力K.K・の高圧

送電鉄塔が52韮も倒壊した状況か

らみても，いかに異常で記録的な降

雪であったかがうかがえると思う。

とくに，被害の中心となった阿武隈

山地（図・1参照）は,県内でも有数

の林業地帯で，これまで林業の諸施

策を集中的に投入し，着々と林業基

盤の整術が進められてきた地域であ

り，それだけに今回の被害は森林所

有者にとってはもちろん，県にとっ

ても大きな揃手を受けたことにな

る。

豪雪災発生から早くも2年を経過

しようとしており，被害跡地の復旧

もいよいよ山場にかかってきてい

る。この時期に，被害の発生から復

旧計画，復旧事業の実施状況につい

｣篇 地形概念
1,000

500

阿
武
隈
山
地州吋、 太平洋

、今
云 中 浜

津 通郡通
地り山り
区地市地
方方

図･1昭和55年12月25日（午前9時）稜雪深(cm)
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表･1森林被害状況

卜被害区域面讃
被害実而秋と被害額

’
柵和

’ha

|5,,,314,742,40Ol6,OO,8,057,79915,"'|12,801,60!合 255,101 5,949 1,505,4203,448

表･2復旧’対策の枠組

率
区分 事 項

国’ 計

）
-E灘…《維蕊肇蝿護憲倉翻5雛一激
鶴議
一県単で実施一被害木の整理(作業路開設を含む）

（森欝総）5ha

未満一

驚鰯幽喋-'二鰈麓(作業路關設識む）

０
０
０

鏥
唯
″
班

２
２
２

(2/30)15/30

〃

〃

激災法指定

市町村（49）
(l0/30)

39％
〃

法指定外で

造林椛助事業の

指定市町村（6）

20/30

56影
〃

I
13/3｡(特蛎上）施一被害木の整理(作業路開設を含む）

二

(10/3の|20/S0被答額3,mO万

円以上の市町村

（12）
肋3灘の一般災を適用し実施一跡地造林 ％

％
％

４
５
４

２
４
２

％
蝿
％

８
１
８

殿
一
躍
唖

上記以外の
市町村(19)

注：市町村の補助金嵩上げは任意とするが森林所有者の負担軽減に配臘願いたい

①12月末といった変則的な時期に台風なみに発達し森林被害面秋と被害額は表・1のとおりである。

た低気圧（中心980mb)が太平洋沿岸を北上し，中被害の規模は,90市町村のうち86市町村にも及び，

通り，阿武隈山地に30～100cm以上の湿った雪（普被害区域而俄は49,314ha,被害額273億6千2百万円と

通の雪の密度0.079/cm3,に対して0.329/cm3であっ全国被害額741"8百万円の実に37%を占めている。

たので4倍以上の重さ）力喋中して降ったこと。とくに，スギを中心とした幼壮齢林の折損被害が258

②阿武隈山地の北部から南部まで標商300～700mの億2千3百万円で被害総額の94%を占めており，いかに

きわめて広い施囲に及んだこと。被害がすさまじいものであったかうかがえると思う。

③スギ等の人工林率が県内で最も商い地域で，林齢構復旧計画

成も25年生以下の林分が大部分を占めていること。1．当面した課題

④冠雪と強風による幹折れの被害が激甚であったこ 復旧計画は被害調査と併行して進められたが，被害の

と。主体をなす折損木の整理については，現行の造林補助制

⑤倒伏被害が阿武隈山地に多発したばかりでなく，会度では対応できないため，県単の森林災害対策事業で救

津地域も例年になく大きかったこと。済せざるを得ない状況にあった。
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しかし，県単事業では補助率（現行ルール最高で県法の一部が改正（昭和56年4月10日）され，森林災害

1/3，市町村1ﾉ3＝2/3）が低く森林所有者の負担が重い復旧覗業が公共災害復旧として創設されたのである。

こと，それにもまして問題になったのは県，市町村の財3．復旧対策の枠組み

政負担に限界があり，必要な予算措世が不可能であるこ森林災害復旧ﾂ礫の新設は復旧に大きなはげみとな

とであった。り，復旧計画のとりまとめは急ピッチで進められた。

このため県としては，関係市町村，森林組合等と一体県としては，森林被害の復旧が可能な限り補助対象と

になって，折損木の整理に対する特別の助成措置についされるよう各種事業を組み合わせするとともに，市町村

て，国ならびに関係磯関に強く働きかけるとともに，森の協力を得ながら森林所有者の負担軽減に最大限の努力

林国営保険金の早期支払いをお願いしたところである。をして，復旧意欲の喚起を図ったところである。

2．森林災害復旧事業の創設4．森林雪害復旧事業計画の概要

森林被害の実態が明らかになるにつれて，国において復旧計画のとりまとめは，きわめて厳しい条件下で，

もその被害がきわめて激甚なものであること，しかも被しかも初めての制度でもあったため暗『1:'枇索で進油ざる

害の特徴である大量の折損木被害に対する措置として，を得ない面が多かった。

適切な対応策がないという質的な問題と倒伏木の大量発また，時期的に当初予算編成のタイムリミットにかか

生に伴う鐘的問題への対応策に欠けることが認識されるっており，復旧事業の予算措置をどのようにすべきか事

に至った。務当局としては頭を痛めたところである。

その結果，法令の改正としては異例の早さで激甚災害結局，当初予算段階では暫定予算で対応することと

表・3復旧実行状況単位:{灘＃溌靜）
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被害木盤理の直後

し，全体復旧計画がまとまるのを待って6月県議会にお

いて初年度分の予算組み替え補正を行い，本格的に復旧

体制が整えられたわけである。

復旧の進捗状況

県としては，被災林家の方々が計画的に復旧できるよ

う，市I1I]村，森林組合等との連挑を密にしながら最重点

事項として指導を行ったが，とくに配慮した点は次のと

おりである。

①労働力の確保と作業の安全対策

a.森林組合を主体とする作業員の確保

b.協業体の組織化と育成指導

C.作業の安全対策

②折損木の利用対策

a.県森連等の積極的な販売取り組み

b.パルプ，チップ業界への働きかけ

C.移動チッパー購入によるモデル加工

③復旧手引の作成

今回の森林被害の発生地域は,2年続きの冷害地域と

重複しており，果たして被災林家の方々が復旧意欲を取

り戻してくれるかどうか非常に心配されたところであ

る。

幸い，激甚災害に指定され森林災害復|日事業の予算描

憧が最大の救いになったことと，県，市町村，森林組合

の全組織をあげて取り組んだ結果，予想以上のテンポで

復|日が進められた。

復旧事業の実行状況は表・3のとおりである。

おわりに

これまでふれてきたように，56年蒙雪災によって失

われた資源と復旧に要する経費はばく大なものであっ

た。しかし，この災害は，戦後一貫して進めてきたス

ギ，アカマツ等の一斉拡大造林と適正な森林管理のあり
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被誓跡地（次年度）

方についての一つの警鐘であったように思われる。

また，森林被害の復旧についての論議を通して，林業

行政の基本的な事項について改めて認識されたことは意

義あることである。

その主な点について述べてみると，

蝋1は激甚災害法の改正による森林災害復旧事業の創

設である。これまで森林被害の復旧は，造林補助事業の

中で処理されてきたが，今回の改正によって豪雪等によ

り激甚な被害を受けた森林の復旧が，公共の災害復旧事

業として認められたことはまさに画期的なことである。

第2は森林所有者と森林組合との信頼関係の回復であ

る。被害発生直後から被害状況の調査，復旧計画のとり

まとめ，復旧事業の実施と聯林組合の活躍は目ざましい

ものがあった。

とくに，復旧事業補助金の委任業務量はぼう大なもの

で役職員が一丸となり全力で駆務処理を進めてきてお

り，組合員の信頼と期待は大きなものとなっている。こ

れを契機に民有林の真の担い手たる組織に発展されるよ

う願いたい。

第3は森林の適正な管理についての認識である。今回

の森林被害は百年に1回ともいわれる豪雪によるもの

で，いかに適正な森林施業を行った林分も避け得なかっ

たものと思われる。

しかし，通常の気象害から森林を守るためには，適正

な密度管理がいかに重要であるか強く経験させられたと

ころである。

幸い，肇雪災の発生年と時を同じくして，間伐促進総

合対策事業がスタートしており，間伐が職極的に実施さ

れるものと期待される。

（さとうまさなお・福島県林業指導課）
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一一一一_－_二三

さきに筆者は古代の出土樹木や人々力琢U用した日用器

具や建築木材の樹種から,縄文・弥生時代にはクスノキ，

タブノキ，シイ・カシ類などの照葉樹林とともにスギ，

ヒノキ’カヤ，イヌマキなどの暖帯性の常緑針葉樹が森

林を柵成していたことを考察した4)。とくに古代の建築

材や腱耕用の構築材として，そのころの未発達の幼稚な

工具でも利用が容易なスギが大量に用いられたことはき

わめて興味がある。当時稲作文化が広がっていった低地

にも常緑針葉樹の痕跡が多く，低地にまでスギ林やヒノ

キ・カヤ林などが広く分布していたことがわかる。スギ

の天然分布を林2>の資料からみるとその垂直分布は0m

から1,800mで,最も繁茂している範囲は200～1,600m

ときわめて生育範囲が広い。林試がある筑波付近の例を

とってみても，スギは鹿島灘に接した鹿島神宮の社叢に

も数百年生の大木が威勢よく生育しているし，内陸の標

高300m付近の筑波山神社の社叢でもスギの大木がみら

れる。現在では照葉樹とともに社叢に追い込まれたスギ

ではあるが，古代には低地の照葉樹林に交って暖帯林を

柵成していたものと考えられる。わが国の暖帯の極相林

はシイ・カシ・タブノキ・ツバキなどの照葉樹林である

といわれている。たしかに暖帯林の相観を保っているこ

れらの樹種はその時代にも十分に繁茂していたにちがい

ない。これは現在断片的に残るこれらの樹種の植生から

も推察される。しかし，さきに述べたスギ．ヒノキ．カ

ヤ・イヌマキなどの暖帯性の針葉樹がどのような形でこ

れらの樹種と一緒に生育していたかは現状から推察する

ことはきわめて困難である。それまでにこれらの有用樹

種は人為によって伐採利用されている。

中国の荘子(B.C.300)の話に，まず松や柏などの優

良材が伐採され，現在繁茂しているのは残された不良材

の樹ばかりである一といった話があるが，現在見られ

る照蕊樹林はこの伐り残された樹の群落であろうか。最

近奈良飛鳥の山田寺の建築物の一部(A.D､600)がその

苅住 昂

’
ままの形で出土し，また和歌山市郊外では古墳時代中期

の大規模の倉庫群が発見されて時の話題となった。この

ように発掘される古い建築材や遺跡などから出た木片に

よって，古代のわが国の自然がどのような樹木で構成さ

れていたか，しだいに明らかにされてゆくことは，樹種

分布や群落生態学研究の立場においてもきわめて興味の

あることである。そしてこのような実証的な資料の発掘

とともに裏付けされた自然そのものの発掘が期待されて

いる。

一方，このような遺跡の出土資料による推定とは別に

古代の記述から当時の植生を知ることもできる。わが国
ぎしわじんでん

の自然を最初に記述したものに『魏志倭人伝』がある。

この中にはA､D.100～200年ごろのわが国の政治･経済，

風俗習慣のほか植生を記載したところがある。ここに記

載されている植物は16種で，これについてはこの雑誌

の334号で詳述したことがある5)。この16種のうち高木

は7種，低木4種，タケ類3種，草本2種であるが，い

ずれも当時の人々に利用され，あるいは生活の場の近く

の植生を代表するもので，人々の生活に結びついた種類

である。その自然を代表する高木のうち常緑広葉樹はタ

ブノキ，クスノキ，カシの3種，藩葉広葉樹はコナラ，

クヌギ，カエデの3種，あと1種は常緑針葉樹でスギで

あると言われている。

このスギについては多少の説明を要する。この字は原
とう

文では「投」と記戦されてお.り，明治|勝代の有名な歴史
・ひ

学者である那珂通世博士の説にしたがえば，役は「被」

の誤字で彼はスギであると説明しているﾕ‘)。さきに筆者

は披をカヤであろうと推測したが5)，披がカヤあるいは

スギであったにしてもタブノキ，クスノキ，カシ類など

の繁茂する暖帯林下部において，これらの照葉樹ととも

に針葉樹が記戦されていることは，当時水田によって稲

作が行われていた低地にも暖帯性の針葉樹が繁茂してい

たことを示すものである。これは縄文・弥生時代の低地



の遺跡でタブノキ,カシ類などの照葉樹とともにカヤ･ス

ギなどの針葉樹の材が多数出土することとも一致する。

わずかな数の植物の記載ではあるが,『倭人伝』の記述と

実際に出土する樹種ｶ図全く一・致することは，倭人伝の記

述の正しさを証明する一例としてきわめて有意である。
やまたいこぐひみこ

また倭人伝の中に「邪馬台国」の女王陣弥呼」の住居

について「宮室・楼観・城柵厳かに設け」とある。これ

らの建築物がどの程度の規模のものであったかは明らか

ではないが，これらの建築に当たっては通直の大材がえ

られ，かつ加工の容易なカヤ，スギ，ヒノキ，イヌマキ

など暖帯性の針葉樹が大量に用いられたことは，そのII*

代の出土建築材からも推察される。

これらの木材の利用は鉄製工具の発達と密接な関係が

ある。わが国で伐木や建築に鉄製の道具が用いられるよ

うになったのはB.C.100～300年の弥生時代前期といわ

れているが，これらの道具や鉄は中国・韓国からの渡来

で，国内で鉄器の鍛造が行われるようになったのはA.

D.100年ごろの弥生時代後期である。この時代は倭人伝

の時代であるが，同時代の登呂遺跡などの建築材に残っ

た鉄器具の痕跡からみても，これらの道具は，オノ，ナ

タ，チョウナ，ノミ，ヤリガンナなど簡単なもので，こ

のような道具では材質が堅くて木目が通らない広葉樹類

の利用は困難で，材質の軟かなスギ，カヤ，マキ，モミ

などの針葉樹類が主として用いられたものと考えられ

る。

倭人伝など古書の樹種名を現在の樹種に当てはめるこ

とはきわめて困難で，推測によるところが多いが，これ
●■●●

をあれこれ考えることは興味のあることでもある。さき

に倭人伝唯一の針葉樹として投に注目した。そこで古代
●●●●

の暖帯性の針葉樹にこだわる立場から投についてもう少

し考えてみよう。那珂博士はこれを被の字の誤りだと指

描されている。倭人伝にはこの,他にも字の誤りがいくつ
せんがいきよう

かある。また中国の古い地理書である『山海経』や字書

である『歯推』や『説文解字』をみても他の樹種名はす
せつもんかいじ

べてこれらの古書の中に認められるのに投という字がど

こにも認められない。これらのことからすると，この字

は那珂博士がいうように彼の誤字だろうということにな

る。枝という樹種名は『爾雅』や『脱文解字』（『説文』と

もいう）などの古書にみられる。わが国でも倭人伝以降

では『日本書紀』(A.D.720)の樹木誕生の神話の中に

この字がみられる。

倭人伝や日本書紀にしても当時の古代中国で用いられ

ていた漢字で書かれたもので，樹種名も中国にはないわ
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が国の樹木に中国の漢字を当てはめたものである。この

ため字本来の意味と当てはめられたものとの間には誤差

があるのｶﾐ当然であるが，文字そのものの意味を正しく

解釈しておくことも大切である。

倭人伝，古事記，日本醤紀の中には数種の樹木がでて

くるが，いずれも爾雅や説文，山海経，詩経，書経な

どの古書で用いられたものである。中でも爾雅はB.C.

1,000年ごろから存在したといわれる中国最古の字書

で，動植物など自然の事物や生活用具，風俗習慣にいた

るまでの語字を説明している。今日に伝わっているもの

には騨話，瀞言，騨訓など19篇におよびウ古書を読む

人は皆との書を参考にしている貴重な本である。この中

には輝草，稗木，稗錨，稗魚，輝鳥，稗獣，騨畜など動

植物についての説明と語字の読み方，注釈が救ってい

る。草・木・虫・魚など各々についての字引の古代版と

いってよいc樹木については稗木の篇で99種について
じゆう・・・・

説明している。しかし，この中には「樅」は松葉柏身と
かい・・●e しようはく

いい，「桧」は柏葉松身といいながら「松」や「柏」に
●●

ついての説明はないので，この松や柏も樹種数に加えれ

ばその数は110種以_上になる。

説文は後漢の許慎によって作られ，文字の構造とその

意義を明らかにしたもので15篇からなっている。この

書中，木の部にある樹木名は総字数140程度で爾雅より

もやや多い。このうち92字は説文にあって爾雅にない

字である。両者に記戦されているものは51字である。

爾雅にあって説文にない字は39字であった。爾雅が醤

かれたB.C.1000年ごろから説文が出たA.D.100年の

1,100年の間（実際には爾雅はその後書き足されている

ので完全に1,100年の差があるとは考えられないが）に

字や樹種名の変化があったとも考えられるが，説文まで

に出現した樹木名は180程度となる。

倭人伝は3世紀ごろに晋の陳寿によってつくられたも

ので，樹木名の記戦にはほとんどこれら古書の字が用い

られている。

いま爾雅の中で明らかに針葉樹名とみられるものは，
●●●●●●●●●●

松，柏，樅，披，鮎，杉，桧，極，羅，掬の10字であ
●●

る。松や柏は最も古い時代の地理書である『山海経』

(B.C.150のや『詩経』(B.C.900)の中にも各所でみ
なん

られ，針葉樹類の総称として用いられている。また杣や
よしよう

撤樟など常緑広葉樹は少なくて，落葉広葉樹がほとんど

である。これは溌雅や説文が取り上げた詩経，書経など

の古書はすべて中国北部の記録であって，南部のものは

少ないためである。
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一宇一一hL■一一一一

ひさん

倭人伝の被について爾雅では「被細として2字で一
ひ ひ さん

種を表わしている。そして彼の音は「彼」であり，「鮎

は松の属で江南の地に生育し，棺や船の材として良好
さん

で，柱として土中に埋めても腐朽しにくく，音は「杉」

であるとしている。一般には枝と鮎と杉とは同じである

と考えられているが，筆者は当初，披と砧と杉とは各々

別の種類ではなかったかと考える。「彼鮎｣と2字で説明

しているが，これは雌の種類に属する蜘賊に類似

した畑という意味で2樹種名で一種を表わしたもので

はないかと推察する。たとえば爾雅の中で「披蜘のす

ぐ上にある齢撒｣にしても,梅と櫓とは別種であろう
と考える。ここでは2字で一種を表わしているが，元来
■●●●

樹種名は松，柏，梅，拙のように1字で表わされるのが

原則ではなかったろうか。2字以上のものもあるが，こ

れらはその樹種の説明として付け加えられたものと思わ

れる。たとえば倭人伝の醗樟」は温暖な江南の溌章地

方に生育するクスノキという意味ではなかったろうか。
じがよく

さて披鮎であるが，枝については『爾雅翼』の中で彼は
ひ

「榧」でカヤだという説明がある。また陳蝶')の中国樹
●O

木分類学の中でも肢は榧でカヤの種類に当てている。中

国のカヤ属にはTorreyagrandis,T.fargesii,T.

jackiiの3種がある。分布は斯江・安徽省など北紳32．

以南の暖地である。

披鈷の鮎は爾雅の税明では江南の暖地に生じ材質が

良くて棺や船材に適しているとしている。集殻(A.D.

1000）では鮎を|砧と木偏をそえて記述しており，説文

では「|鮎」から「杉」という字ができたとしている。諸

橋の大漢和辞典では鮎はスギであるとしている。しか

し中国には日本でいうスギは分布しないから中国のス

ギ，すなわちコウヨウザンの類（中国ではこの属を杉木

"Cunninghamiaとしている）であろう。陳嫌による

と材は白く，質はやや堅くて，木理は通直で耐久力があ

『爾雅』は古代中国の字書の中でも股も古

いものである。孔子三朝記には,孔子(BC.

500)が魯の哀公に教えて爾雅を学ばせたとあ

るから，孔子以前にあったものである。周公

(B.C.100のが初めに著したといわれてい

る。しかし，この番は1人が一時期に著した

ものでなく，長い時代にわたって多くの人に

より手が入れられている。「周公に始まり,孔

門に成り，淡総に綴紙増益された」と一般に

言われている。これは郭瑛の注釈本である。

郭蓑は東晋(A.D350)の人で，爾雅のほか

にも山海経，楚辞などの古書の注釈をしてい

る。字の説明とと．もに絵が付されている。明

治10年購求とある，国ウ園会図書館蔵。

り，シロアリの害にも強くて腐朽しにくく，建築・器

具・橘梁・造船・棺材などに適しているとしている。分

布も南部の南嶺地方が郷土で中国南部に生育するといっ

ている。このような記述はB.C.1000年以前からあった

爾雅の記述とも一致する。現代の樹木の分布・材質・用

途についての記述が古代の記戦と全く類似していること

はきわめて興味が深い。

爾雅は北中国の文化の中で生れたものではあるが，南

部に分布する樹種の記載も多い。これらの樹種について
●

は鮎の税明のように「江南の地に生じ」とか生育地が記

述されている。「山海経』はB.C.1500年前の禺王のこ

ろにともに働いた伯益の記述したものともいわれ，世界

でも股も古い地理書であるが，この本は南山経，西山経

など18経からなっている。その南山経には長江以南の

自然が記載され，最も南は湘江の上流の桂林に及んでい

る。このためそれ以降に書かれた爾雅の中に当時の文化

の中心であった北中国の図書に中国南部の樹木が興味を

もって記戦されていても不思議ではない。

爾雅に姑の音は杉であるとしているが，両者は同じも

のであろうか。筆者は鮎と杉とは同音異物ではないかと

考える。爾雅でも難の音は杉であるが，同一のものとは

いっていない。鮎よりも以前に杉という字であって難の

音の説明に杉を引用したのではないかと考える。このこ

ろの杉がスギである確証はない。北京付近の北中国の自

然をよんだ古い詩に「松杉」という言葉がある。杉がコ

ウヨウザンだとすれば寒冷なこの地方にコウヨウザンが

生育することはなく，杉はこれ以外の他の樹種だと考え

られる。陳の樹木分類学では針葉樹を表わす字に松と杉

と柏とあり，マツ属，カラマツ属,Pseudolarix",

Cedrus属は馬属松，落葉松というふうにすべて語尾に

松の字を付してあるが，モミ風，ユサン属，トウヒ属，

ツガ屈,‘トガサワラ属，コウヨウザン属，スギ属につい



ては松と同様に杉という字を付している。たとえばモミ

属は冷杉属でありトウヒ属は雲杉屈，ツガ属は鐡杉属，

スギ閥は柳杉属と呼ばれる。同様にコノテガシワ，ヒノ

キの獺にはヒパ属は側柏属，ビネ,クシン脇は圃柏届，ヒ

ノキ風は厨柏展のように語尾に柏の字が付されている。

このような文字の用い方からみると，爾雅で見られる杉

とは最初モミ・トウヒなどの針葉の短い種に当てられた

ものではないかとも思われる。倭人伝の中に,A.D.100

年当時の中国の詩や文章に盛んに表われている松や柏そ

して杉の字がみられないのは，これらの樹種が北中国の

樹種でタブノキやクスノキが繁茂する温暖なわが国では

見られなかったためであろうか。倭人伝が醤かれた時代

には杉という字があったのであるから，これをスギに当

てたものであれば披の代わりに杉と響くことも考えられ

る。これを杉あるいは磯と書かず彼という字を当てたの

は，披がモミやトウヒ類またはスギ以外の他の樹種では

なかったか。彼をカヤとする理由である。そして杉にコ

ウヨウザンやスギに当てるようになったのはかなり後の

ことではないだろうかと考える。
やまた

わが国の古書では『古事記』6)(AD.712)の｢八俣の

蝿｣の話で,｢その身に櫓縦い｣と｢柵｣という字を
ｽギに当てている。樋という字は燃紬という古書
(A.D.1000)にみられるが，山海経，爾雅，説文，詩

経などにないところをみると，この字はこれらの古書の

時代以降のものであろうか。

『日本書紀』|7)(A.D.720)で素菱鳴尊が有用樹種を誕

生させる神話の中では杉，桧，披，臓棟の4種があげら

れている。一般にはスギ，ヒノキ，マキ（磨紀でモミ．

ツガ類14)，イヌマキユ2》)，クスノキと訳されている。樹種

の漢字からすると日本書紀の字はすべて爾雅にでてくる

もので，古事記よりも字の用い方が正確である。

倭人伝ではスギを被とし，古事記では栂，日本書記で

は杉として披をマキとしており，文字の用い方が統一さ

れていない。この時代にはまずスギやヒノキの物があっ

てこれに当時の中国の字をあてはめたものとも考えられ

る。いずれにしても古代のわが国の有用樹種としてス

ギ，ヒノキ，カヤ，モミ，ツガ,イスマキなど暖帯性の針

葉樹が取り上げられ，これらの樹種が当時の文化を支え

ていたことは明らかである。そしてわが国の文化はこれ

らの木を伐ることから始まったものと思われる。いまや

暖帯の低地にはこれらの植生は全くみられない。利用度

が低いために残存した照葉樹林も残り少なくなってい

る。古代に生活の周辺にあった暖帯性針葉樹林は照葉樹
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林となり，また二次的性狢の強いマツ林に交代してい

る。

もう一つ興味あることは，以|皇のようなわが国の古い
0●

記録に当llliの中侭|では盛んに用いられていた松や柏の字

がないことである。これは暖帯に属するわが国と温帯の

内陸地で栄えた中国の文化をとりまく自然植生との間に
●●

は大きな差があったことと，利用面からいっても松や柏

に比べて杉や桧の材質が著しく優れていたことによるも

のではないかとも推理できる。

（かりずみのぼる．林業試験場造林部）
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＜138号内容＞植生と土壌一一四国地方蛇紋岩地帯の森
林と土壊(国立林試四国支場･井上輝一郎)／一林学研究

者の見たアメリカのリモートセンシング(国立林試経営

部･沢佃治雄)／自然災害と森林一日本写真測量学会

57年度秋季学術講演会より特別講演(名大農学部･片岡

順)／森の胆歴書一吉野川流域･舞中烏の水害防備林

(マダケ)(徳島県林業課･与喜多滋也)／演習･初心者のた

めの空中写真(実技編)／紋様百態一空から見た大地の
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ハルビン

東北林学院は中国東北地区の吟耐浜市にあり，

1952年に創立された林業と森林工業等の多学科

を有する総合的林業大学である。現在は林学，伐

木運材機械化，林産工業，林業機械，森林道路と

橋梁工学，林業経済，野生動物等の7学科と基礎

学科があり，次に述べる13の専門を設けてい

る。つまり林業，森林病虫害防除，伐木運材機械

化，木材機械加工，林産化学工業，林業機械設計

と製造，林業機械運営と修理，木工磯械設計と製

造，森林工業電気化と自動化，森林道路と橋梁工

学，林業経済，野生動物保謹と利用および数学

等。現在は全校77クラスあり，本科学生は2,139

名で，このほかに夜間大学と通信教授の学生が

386名おり，専修科学生は94名で,研修班学生は

226名である。

林学院本部の総面積は40haで，校舎の建築面

職は15万nl3である。

林学院創立以来30年，その間約1万名の大学

本科卒業生を国家に送り出し，同時に修士生と外

国留学生の教育を引受けるとともに，各種の研修

クラスと短期訓練クラスをも引き受け，毎年国内

の各林学院の研修教師100名近くを受け入れてい

る。東北林学院の卒業生は一部は学校教育，科学

技術関係の職場で教育や科学研究と業務指導等の

任を担っているほか，大多数は林業生産の現場で

技術関係の仕事を担当しており，わが国林業現代

化建設の技術骨幹となっている。

1．学生

東北林学院の学生はわが国の大学入試制度に従

って，全国大学の統一入試に合格した者が入学す

る。入学生の総人数と学習専門については国家林

業建設の技術人材の需要に応じて決められる。入

学生は全国各地より来た者であり，そのうちに相

当数の少数民族の優秀青年が含まれている。毎年

の入学生総数は約600名で，近年来，入学生の年

齢は大部分が17～18歳前後である。学生は入学

したHより各専門の教育目標と各種規則制度の教

育を受け，自分たちが学ぶ専門が何であるかを知

り，自分たちの任務つまり系統的な理論学習と実

践鍛練とを通じ，徳育，知育，体育の全面にわた

って発育し,4つの現代化建設の需要に適応する

高級技術者に合格するべく努力することを明確に

する。

学生は在校期間中，生活上，学習上に良好なる

待遇を受け,学費は一切免除であり，なお90％以

上の学生はその家庭経済の状況いかんにより，程

度不同に人民助学金を受けている。金学生は公費

医療制度の優待を受け，また家庭が外地にある者

は夏休みと冬休みの期間中に乗車賃半額の便宜が

与えられている。学校の中には，比較的完備した

学生の学習と生活に供する施設例えば宿舎，教

室,実験室,図書館,閲覧室,運動場,水泳プール，

食堂，クラブ，浴場と病院等がある。またそれ相

応の管理機構を設置してあり，学生は全部学校に

寄宿し，学習に専念することができる。

学生は4年間在学中，良好なる教育を受けるこ

とができる。われわれの教育方針は教育を受ける

者をして徳育，知育，体育の各方面にわたって全

面的に成長し社会主義理想を持った文化を有する

労働者を養成することにある。中国共産党と国家

垂
冒楊

中国東北林学院の概況
<林業技術>読者への紹介



は青年の身体が発育し，知識が高上するという特

徴に難づき，彼らの全面的発育と健やかに成長す

ることに極めて関心を持ち，学校は青年の思想政

治教育を非常に重要視している。

われわれは4つの現代化建設中に，社会主義物

質文明の建設に注意すると同時に，特に社会主義

精神文明の建設を重視しており，学生に対して系

統的にマルクス・レーニン主義の基本原理の教

育,革命の優良伝統の教育,組織規律教育,労働教

育と全心全意祖国の4つの現代化建設に従事する

教育を行い，学生が科学的世界観と正しい人生観

を樹立するように補導し，学生の"振興中華"のた

めに発奮して学習する意識を激発する。

学生は4年の学習期間中に，各専門のカリキュ

ラムの規定に従って，基礎課目，専門基礎課目お

よび専門課目（理論教授と実践教授を含む)約25

ないし30課目の必修課目を修める。これ以外に，

選択課目があり，学生は全部の必修課目と選択課

目を修めた後，最後の一学期には卒業前の実習に

参加して，独力で卒業論文あるいは卒業設計を完

成して全部の学習課程を終える。学生たちの4年

間の学習は比較的緊張しており，ただ刻苦精励の

学習によってのみ良好な成綴を収めることができ

るのである。

学生は国家の規定に従い，卒業年限に達しかつ

試験成績が全部合帷した者に限って卒業を認めら

れ，学校は卒業証書を授与し，本年度よりは本科

卒業生に学士称号を与えることになった。学校は

国家の需要と個人の志望を勘案して，生産現地’

科学研究機関，学校と国家機関等の就職先を決定

し，彼らの絶対多数は快く国家の決定に従い，祖

国の最も必要とする所に行って，自分の才華を発

揮し祖国に貢献している。学生たちは失業の愁い

がなく，就職のために心を痛める必要がない。

近年来，本校の林業，森林保護，野生動物，伐

木連材機械化,林業機械,木工機械,木材機械加工

等7専門の合わせて'0猟の研究コースはすでに

3年制修士生の募集制度を恢復し，本年度よりは

2学科の博士称号の授与が認められ，また’0学

科の修士称号授与が認められた。今後の何年間
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に，博士生と修士生とを募集する学科と人数を増

加させる計画である。

2．教師

東北林学院は現在教師700名を擁し，教授と副

教授88名，講師374名，助教238名であり，教師

の絶対多数は良好な基礎理論と豊富な教育経験を

有し，科学研究に相当な成果を収め，学科のリー

ダーあるいは学術の骨幹として活躍している者も

少なくない。

現在’教師は各学科別に52の研究室に分かれ

て，本科学生（少数の専修科学生を含む)，修士

生’研修生，通信教授生，夜間大学生および各種

短期訓練生，幹部訓練生等の課目を担当してい

る。

教師は学生に対して全面的責任を負い，知識を

授けるのみならず，学生の思想操行に関心を持

ち，心のこもった教育を行う。このような教育は

大変効果があり，学校当局は教師に本を教えまた

人を育てるように要求している。教師と学生間に

は全く新しい良い関係が結ばれている。

教師の力は個人の努力ばかりでなく，集団の知

恵に負うところが大であり，各研究室には年齢，

経歴，レベルが相異なる教師が共同して任務を担

当している。研究室は授業の第一線的基本体であ

り，各種の任務の配分ばかりでなく，相互に共同

して教育研究や科学研究を行うのである。

学校当局は多種多様な形式とコースによる教師

たちの教学レベルの引上げを重要視しており，例

えば，国外考察あるいは研修，国内総合大学での

職場を離れての学習，本校内での余暇学習等を通

じて効果を収めつつある。しかし最も重要な方法

はやはり教学と科学研究の実践中で鍛練すること

である。

学校当局は毎年新学期が始まる際に，教学に優

秀なる成績を挙げた教師を奨励し，優秀教師の光

栄なる称号を与え，そして全校の教学経験交流会

を開催し，彼らの先進的経験を交流させ，彼らを

励ましまた外の教師を激発する。また教師が教学

の任務と同時に科学研究の発展に貢献するよう励

まし，発UJ創造と著普:執筆を激励している。
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3．教学任務

教学の全過程はカリキュラムに従って進行す

る。全校の各専門には既定のカリキュラムがあ

り，これらの計画には教育目標，修学年限，課目

按配,時間割当，試験考査,教学実習，生産実習，

卒業実習および夏休みや冬休みの按配等が定めら

れている。カリキュラムはある程度の継続性が保

証され，もし調整の要がある場合には院長の批准

を得るべきであると規定されている。

本校のカリキュラムは次のごとき特徴を有して

いる。

（1）教育目標の要求に従って学生の思想政治教

育を重視する。共同基礎課目には政治理論課目

（中国共産党史，マルクス主義政治経済学，マル

クス主義哲学等）があり，また修士生には自然弁

証法を規定している。このほかに，道徳操行教

育，時事学習，労働教育等の課目があり。これら

は学生たちに国内外の形勢を正確に認識させ，各

121の任務を明確にさせるためのものであり，彼ら

に科学的世界観と方法論を樹立させ，社会主義建

設の霧観規律と指導方針を認識させ，革命的共産

主義人生観を樹立させるうえに極めて重要な意義

を持っている。

（2）基礎理論の授業を重視する。カリキュラム

中に基礎課目と専門基礎課目とが総授業時間の

75～80％を占め，これは以後の専門課目の学習に

必要な埜礎を築くばかりではなく，さらに重要な

のは学生たちに堅実な基礎理論を習得させ，これ

によって彼らの知識面が拡大され，科学研究に従

事する能力を灌得させることができる。また学生

たちの知識と能力が深度と拡度に向けて発展し，

適応性が増強する。工学科専門と生物学科専門と

を問わず，いずれも数学基礎を強化し，電子計算

機の普及もさらに多くの数学知識と電子学基礎を

要求している。

（3）実践課程を重要視し理論と実践とを結合さ

せる原則を強調する。実践課程をただ理論に対す

る検証の作用をなすとは思わず，さらに重要なの

は学生の実際操作技能と問題を解決する能力の鍛

練ができるものと思っている。それで一部の実践

性が比較的に強い授業内容は直接生産現場に行っ

て誰義する。それゆえに学校当局は実験室，実習

工場および林場（演習林）の建設を非粥に重要視

している。現在実験室が73あり，各専II1が規定

した実験を担当する。その中で，電子計算機，プ

レーン・グレーティング・スペクトログラフ，赤

外線分光光度計，リモート・センシング設備，各

種材料試験台，高中周波炉，マイクロウェーブ乾

燥機，プラズマ塗料噴射器等の計器と設備は教学

と科学研究にとって極めて重要な役割を発揮して

いる。各種の教学実習（見学実習）と生産実習と

卒業実習は学習した理論と生産実践とを結びつ

け，学習した理論を実際問題の分析と解決に応用

する総合訓練であり，この系統的実践教学の課程

を経て初めて学生が学んだ知識を生きた知識とす

ることができ，この生きた知識こそ有用なる知識

である。

（4）学生の知識面拡大に注意を払う。カリキュ

ラムに必修課目と選択課目を併せ規定してある。

学生はより多く図書館を利用することができ，現

在の職畠:数は35万冊で，そのうち外文図書は7

万冊，各種新聞雑誌は1,000種近くあり，これら

は需要と比べるとまだ完全に満足できる程度に至

ってないので，すでに面積8,000m2の新図書館

を建築中で，その落成後は教師と学生たちに読書

と学術活動の良好な条件を与えることができる。

（5）学生の成績考査を重視する。学生の成績考

査は全教育過程中の重要課程である。毎学期に中

間試験と学期末試験があり，同年級生の同一課目

は統一試験を行う。つまり統一出題，統一採点を

し，学生の試験成績は100点満点制（あるいは4

クラス制）を採用する。試験後，試験成績の分析

を行い，学生の学習状況と教師の授業状況を把握

することができ，これは教育の質を検査する重要

な方法の一つである。4年の学習終了時の卒業論

文あるいは卒業設計は学生の学習レベルと技術能

力の全面的考査である。彼らは卒業論文殿計）

答弁委員会の論文評定と答弁に合格しなければな

らない。彼らは4年在学期間の全課目の試験に合

格し，操行も合格で，かつ身体が健康にして初め



て卒業が認められ，卒業証書を授与される。学期

と学年の試験成績が不合格な学生は原級に留まる

かあるいは退学を命ぜられる。

教育は厳密なる組織と管理を必要とする。カリ

キュラムの実施と全面的に合絡する人材を養成す

るには，完整した教育指揮系統と教育管理機構が

必要である。教務処は院長と教学副院長の指導の

下にある教学管理機構であり，学校の規定された

各種規則制度に従って学籍管理，成績管理，各課

目の按配および教学研究の経験を取りまとめ，お

し広める任務を有する。各系（学科）は正，副主

任が指導し，教師は各学科に応じて教学研究室を

組織する。教学研究室主任は教学第一線の職者

でありまた指導者であり，教学の按配と校査をな

し，教学研究とその他の科学研究を組織し，教師

の鍛練とレベル引上げをも計画する。

4．科学研究

本校のもう一つの任務は科学研究を行うことで

あり，教学に従事するとともに生鹿に従事するの

である。これは人才を養成するばかりでなく，ま

た科学研究の成果を生み出すことである。科学研

究を推進することは教師の学術レベルの引上げの

重要手段であり，教学内容を充実する有効芯方法

であり，また労働生産力引上げには必ずよるべき

道である。

本校はわが国で専門が比較的まとまった総合性

林業大学であり，科学研究においてわが国林業現

代化に関係あるキー・ポインl､たるテーマを主要

研究方向とし，林業基礎理論および応用科学と技

術理論の研究が首位を占めている。現在，森林生

態,環境保護等11の研究室があり，全学院で毎年

何十項目の科学研究を行っている。最近の2年間

にさらにいくつかの研究項目例えば，中距離モデ

ル林地森林サンプル調査法,MQ-4のZ型マル

チパーパス木工磯械，チョウセンゴヨウマツ種子

抑制物資の抽出，分離と鑑定,DN-1号パーテ

ィクルポード用低毒質尿素樹脂等の研究は全て国

内の先進レベルに達しており，わが国林業科学と

林業生産建設に貢献をなしている。

教学と科学研究の需要に適応するために，校内
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工場と林場を建設した。目下3つの林場を設けて

いる。小與安嶺にあるチョウセンゴヨウマツ原始

林を主体とする涼水天然保誰区で，その面積は

6,600haあり，生態研究ステーションを設けてあ

る。次は張広才嶺にある粗悪林を主体とした帽児

山実験林場で，その面積26,000haあり，天然粗

悪林研究基地であり，人工林実験ステーションと

生態研究ステーションを設けてある。もう一つは

暗爾浜にある人工林を主体としたi吟爾浜実験林場

で，その面積は40余haあり，各種の人工林と実

験苗圃がある。以上のほかに，本校には工科専門

のための機械工場と木材加工工場があり，各種の

機械設備が130余台あり，教学と科学研究に便宜

を与えている。

わが国社会主義建設の絶えまざる発展につれ

て，林学院に対しさらに高度の要求が提出され，

本校はわが国林業建設にとって重大なる責任を負

わされている。我々は自力更生と刻苦糀励の精神

を発椰するとともに，職種的に外国の有維なる経

験を吸収し，国際学術交流を行って来たのであ

る。近年来，本校は外国と共同主催の形式で各種

の学習クラスを開き，外国のエキスパートを招聰

して学術講演や講義を行い，ただ1980年度だけ

でも，アメリカ，イギリス，日本，オランダ，オ

ーストラリヤ，インド等の13名のエキスパート

および教授が講義を行った。また外国の大学，研

究機椛，学術団体の代表団および学生団体等25

団体が本校を参観訪問した。我々も教師を国外に

派遣し考察と研修をさせた。これらの措置は国際

間の学術交流，科学研究の促進に重要なる役割を

発揮し，我々は今後ともこのような友好往来を続

けていきたいものと考えている。現在，『東北林

学院学報』と『植物研究』という出版物を対外発

行している。

わが国林学院の教育レベルを絶えず引き上げ，

林業を発展させるべく，我々は日本および世界各

国の関係各位と広範なる友好往来を期待して林業

科学と教育事業の発展促進に貢献したいと念願し

てやまない。（東北林学院院長）

（※本稿は日本文で書かれたものです｡）
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渡 辺宏･原正彦

コンピュータグラフィックスによる

森林展示館の新しい展示法

’
きるなどの優れた特徴によって有効に機能している。

一方，マイコンとかパソコンと呼ばれる小型のコンピ

ューターの普及は，コンピューターを特殊な社会から一

般のものとし，人々のコンピューターに対する述和感や

アレルギーを取り払った。デパートやマイコンショップ

では小中学生が当然のことのようにキーをたたいてプロ

グラムを組んでおり，中にはマイコンを買い込んで一家

で楽しむ例も少なくない時代である。

ところで，森林公園や県民の森などのビジターセンタ

ーや展示館，あるいは独立した森林博物館などにおいて

はいろいろな形での展示が行われている。これらは見学

者である一般の人々を対象に，森林・林業知識の教育，

森林育成思想の啓蒙・普及，森林・林業への理解の推進

などを目的として行われているが，その方式はパネル表

示が主体をなしている。しかし最近の見学者とくにその

大方を占める若者たちは，こうした展示に対して絵とし

て見られるもの，動くものをより好む傾向にあり，さら

に進んで自分がそのテーマと対話できるものであること

を志1句するようになって来ている。絵として見せる方

法，動的な方法についてはスライドやビデオ方式があ

り，このごろはどこの展示においてもそれらを取り入

れ，それぞれに成功しているが,・これの方法は主体側か

らの一方的な押しつけ型であり，対話を望む見学者の要

望を満たしてはいない。

蕊者らは，このたびこの展示に上に述べたコンピュー

ターグラフィックスの手法を取り入れ，見学者がテーマ

との対諦を楽しみながら自然に森林への理解を深める新

しいシステムを椛築することを考え，開発を行った。す

なわちマイコン本体とキーボード（操作雛)，カラーデ

ィスプレイ（ブラウン管）程度で椛成するマイコンを設

置し，あらかじめ作られている森林・林業の知識などに

関するグラフィックプログラムに沿って見学者に操作を

行わせ，そのく操作＞とく判断＞を通して森林への理解

1．はじめに

最近のコンピューターの利用には目ざましいものがあ

るが，中でもマイコン普及とコンピュータグラフィック

スの分野で顕著である。

コンピュータグラフィックスとは，コンピューターの

処理によって画像を作り，リアルタイムにCRT(テレ

ビブラウン管）上に表示する技術の総称であるが，その

技術は近年ハードウェア，ソフトウェアともに充実して

来ており，自動車など工業製品の設計，アニメーション

映画の製作，オフィスオートメーション分野での経営分

析結果のグラフ表示など多方面に利用されている。また

趣味や遊びの分野でも多用されており，なじみの深いテ

レビゲームもその一つである。それらは，従来コンピュ

ーターによる処理結果や動作の反応を数値で表示してい

たものを画像として視覚的に見せうることや，任意の処

理指令に対してほとんど瞬間的に解答を出力すること，

人間の通常の能力では見ることのできない次元を表示で

一

画
一
鱈
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展示用マイコン
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と愛情を深めさせようとするシステムである。

日林協では現在いくつかのプログラムを準備しつつあ

るが，ここではプログラム「森林を育てよう」を例にこ

のシステムを紹介したい。

2．展示におけるコンピュータグラフィックスの条件

プログラムの紹介に先立って，こうした展示のために

コンピュータグラフィックスを活用する場合の条件を分

析してみたい。

①対話型方式であること

展示におけるコンピュータグラフィックスは対話型で

あることが絶対の条件である。つまりコンピューターが

見学者に何らかの内容を示し判断を求め，見学者が判断

してキー操作を行い，それに応じてコンピューターが分

析処理をして画像表示し，また判断を求める，といった

繰返しで構成されるソフトであり，それに対応するハー

ドである必要がある。現代の若者は，先に述べたように

何らかの行動において主体側からの一方的な押しつけに

は満足せず，常に自分の意志で動かしたいという志向が

あり，これを満たすものは対話でしかない。幸いコンピ

ューターは映画やビデオとは異なり，常に操作によって

内容を制御することが可能で，こうした対話型マシーン

としては最適のものである。

②絵がシンプルで動きのあること

この方式の目的とするところは，一般の人々にコンピ

ュータグラフィックスを通して森林を理解させるもので

あるから，表示される画像はシンプルで見やすく，その

画像で判断してすぐ次の動作に移れるものである必要が

あ為。したがって，あまり多くの情報は磯り込まず，画

像表示も実写的なものよりもデジタル的愈図型での表示

のほうが好ましい。

また表示画像は動くものであることが望ましい。テレ

ビのアニメーション映画で育った世代は，活動的で動き

のあるものにより深い興味を示す。動くグラフィック表

示とすることはもちろんだが，本質的に榊止画像のもの

（たとえば資料のグラフ表示）でも郁分的に次々に表示

するようにして動きを持たせたい。

③操作が簡単でわかりやすいこと

対話型方式は逆の見方をすれば繁雑なことで，繰返し

が多くなればなおさらのことである。いかに一般の人が

コンピューターになじみが深くなったとはいえ，複雑さ

の程度によっては見学者が操作の途中で放棄してしまう

ことにもなりかねない。それでは目的を達しないばかり

かむしろマイナスであり，できるだけ簡単な操作で対話

一
一附餓!’

YES ド刈I） N〔）

ド刈

適正

苗起

通、

除伐

適、

YES NOIHI伐の
避択選択

川伐の行為
一一

適疋な生長

行為’ 過密林の設農帷艮

-丁一
|豐溌塵

図･1シナリオの流れ

が進むようにしたい。たとえば見学者に判断を求泌キー

操作する場合，操作盤上では素人には無作為な配置とも

見えるアルファベットキーを使うことは避け，数字のみ

のキー操作ですませるようにする。またそのキー操作の

指示も，画面上で繁雑にならぬ程度に適当なメッセージ

をつけて事例的に示す，などである。

④総体の対話結果が判定評価されること

シナリオの個々の部分の取扱い（判断操作）による結

果は，①の対話方式によって直後に画像表示されるにし

ても，総体として判断が適当であったか否かが最後に判

定評i'lliされ伝達されなければならない。見学者はその結

果を見て満点のときは自分の知識や判断に満足するであ

ろうし，不一|-分のときはどこに不伽な点があったかを反

省するであろう。そしてもう一度満点をとろうとチャレ

ンジマインドを持つはずである。ここが重要な点で，こ

の両動作によって観客は間接的に森林の正しい知識を蓄

えまた森林への理解を深めることになる。

採点の結果の表示は単に点数のみでなく，高得点なら

賞賛しさらに森林に理解と愛崎をそそいでほしいむねの

メッセージを，中・低得点ならば森林の亜要性をさとし

知識欲を喚起すべき言葉をメッセージ表示すればなお望

ましいであろう。

3．プログラム「森林を育てよう」の作成

1）シナリオの概要

ここで例にとっている｢森林を育てよう｣は，林分の状

態を側面投影でグラフィック化し，造林から伐期までの
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写真・4－2

プログラム実行の写真

ごしらえをしてゆく。

1－3再び右端に作業員が現われ，右から等間隔

に木を植えながら移動してゆく（写真･2）

情景2：下刈り（林齢1年および3年）

2－1苗木の間に，雑草が生えてきて，苗木より

高くなるまで生長する。

2－2ベルが鳴るとともに，画面の中央に"シン

リンノテイレヲエランデクダサイ”およ

び右上に"ザッソウヲカル"のメッセージが

現われ，見学者に判断を求める。

2－3－1“シタガリ"のキーを押すと，鎌を持っ

た作業員が雑草を刈り取ってゆき，苗木はそ

の後適正に生長する。（写真･3-1）

2－3－2そのまま放祇すると，さらに草丈は伸

び，また，苗木の一部は枯れ，その後の苗木

の生長は悪くなる。（写真･3-2）

2－43年時に生長した段階で，2－1～3を繰

り返す。

情景3：雪起し（林齢6年および8年）

3－16年時，冬の情景となり雪が降って，造林

木の生長の不良なものに雪害が生じる。

3－2春になって雪が溶けると"ユキデマガッ

タキヲオコス"のメッセージで，判断を求

める。

3－3－1“ユキオコシ"のキーを押すと，作業員

が雪害木に綱を張って起こす。その後は適正

写真・2 写真・3－2

森林の一生を林木の生長法則によって経年的に推移させ

るとともに，その間に起こる森林の内的環境（雑草・雑

木の繁茂，林分密度等)の変化や外的環境(気象要因等）

による影響,および,そのために行う各種の林業行為を，

わかりやすく画像化したものである。そして見学者の林

業行為（ここでは，下刈り，雪起し，除伐，間伐）の選

択によって，その操作による林分の総成や生長に変化を

生じる朧を表わし，股後に判断・操作に対する総体とし

ての評価を示そうとしたものである。

2）シナリオの流れ

シナリオの流れは前ページに示した。

以下に，シナリオの内容について，少しく詳しく税明

する（上掲のプログラム実行の写真参照)。

タイトル・説明

0－1“シンリンヲソダテヨウ"のタイトルを表

示する。（写真･1）

0－2内容の説明文を表示する。見学者に"スタ

ート"のキーを押して，プログラムの実行の

選択を求める。

0－3“スタート"のキーが押されるまで，0－1

～2を繰り返す。

情景1：植付け（林齢1年）

1－1草丈1m程の潅木や雑草が一面に生えてい

る。

1－2右端から鎌を持った作業員が現われ，人影

の移動とともに，次々に雑草を刈り取り，地
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に生長する。（写真･4-1）

3－3－2そのまま放置すると，曲ったまま生長

したり,枯死するので,除伐の対象木となる。

鱈真．4-2）

3－48年時に生長した段階で，もう一度雪害が

生じ，3－2～4を繰り返す。

情景4：除伐（林齢10年）

4－110年時になると，3年時ぐらいに生じた雑

木が造林木を圧迫してくる。

4－2“ランザツニナッタハヤシヲセイリ

スル"のメッセージで，見学者の判断を求め

る。

4－3－1“ジョバツ"のキーを押すと，雑木のみ

が伐採されて，その後は，適正に生長する。

もし，雪で曲ったままの造休木がある場合は

同様に伐採される。（写真･5-1）

4－3－2そのまま放置すると，雑木が伐期まで

残存し，その後の生長は悪くなる。

（写真･5-2）

情景5：間伐（林齢15年および25年）

5－115年時，造林木は生長し，間伐を必要とす

る時期となる。

5－2“コミスギタハヤシノマピキヲスル”

のメッセージで，判断を求める。

5－3－1“カンバツ"のキーを押すと，“キリタ

イキノソパニヒトガキタラ〔カンパ

ツ〕ノポタンヲオシテクダサイ"のメッセ

ージとともに，右端から造林木の横に作業員

が次々に移動するから，伐採すべき木のとこ

ろに来た時点で，“カンバツ”のキーを再び

押すと，選択した木のみが伐採され，その後

は切り株のみが残る（写真･6-1）

5－3－2そのまま放髄すると，その後の直径生

長が悪くなる。（写真･6-2）

5－425年時,2回目の間伐の時期として，5－

2～3を繰り返す。

情景6

6－160年時まで，生長して伐期となる。

6－260年時の森林の悩景のままで,画面の中央

に"オワリマシタ"のメッセージとともに，見

学者の判断操作に対する総合的な判定が3段

階のメッセージで示される。（写真･7-1～2）

4．おわりに

日林協ではさらに各種のプログラムを作成し，この時

代に合った展示法を各地の展示に奨めてゆきたいと考え

ている。最後に，例にとり上げたプログラムは，青森市

森林博物館によるものであることを付記し，同館および

システム開発等でお世話をいただいた青森営林局の関係

者の皆様に感謝の意を表します。

（麓なべ叢鼈と:日本林謬技術協煮識蕊端）

卿

頤
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福島県の冠雪害

る。

このとき，福島県では前代未聞のスギ冠雪害が

発生していた。被害金額は200億円を越え，災害

救助法が適用された。数多くの専門家や評論家が

現地を訪れ，新聞や雑誌に見解を発表した。そん

な動きがようやく静かになったころ，そう，災害

から1年5カ月ほどたって，私はようやく現地を

訪ねた。この，間のぬけた訪問客を福島県林試の

Sさんは，快よく案内してくださった。

激害が発生したのは，ふだん雪の少ない阿武隈

山系で，豪雪地帯の会津地方は被害が少ない，と

いうことであった。

昭和55年12月23日，鳴子では夕方からボタ

ン雪になった。翌朝，宿舎まえにおいてあった私

の車は，雪に埋まっていた。いつものように羽毛

で車の雪をはらう。雪は重くねばって動かなかっ

た。どうしたんだ!？この雪は。

この雪で，農場防風林のスギにかなりの雪折れ

が発生したが，この程度の雪折れは前年にもあっ

て，とくに異常な被害ではなかった。しかし，そ

の夜のテレビで，仙台平野の送電用の鉄柱がアメ

のように曲がったり，倒れたりしているのをみ

て，驚いた。ねばい雪が電柱と電線につもり，そ

こに強風が吹きあれて，鉄柱がねじれたのであ

『



雪に対する適応力の差がもろに現われたことを示

している。

被害のひどかったのは，樹齢15～25年くらい

の伸びざかりの木であった。樹齢20年というと，

樹高は12～13mくらい，それが地上7～8mあた

りでポキリと折れる。年輪にそって剥がれるよう

に折れるケースが多い。折れ面が谷側をむいてい

ることは，枝の多い方向に重みがかかって，曲が

って折れたことを示している。樹齢10年以下の

若い木は根元から倒伏し，30年以上の太い木は

梢端が欠損するだけでおさまったようである。ま

た，被害が東斜面にパッチ状に発生することの多

いのは，西風によって運ばれた雪が峰を越えて東

面で吹きだまりになったことを示している。

災害から1年5カ月たったというのに，被害林

はいたるところで放置されていた。災害救助法が

発動され，被害木の処理には補助金が出るという

のに。ある山もちさんは言った。

「子供のときからおやじについてスギを植え

た。遊びたいのをがまんして，自分が大きくなっ

たとき，スギも大きくなって，生活を豊かにして

くれる。この希望だけで植えた。その時期が近づ

いてきたというのに，この雪で全滅｡昨年,冷害で

米が半分くらいしかとれなかったときでも，それ

ほど深刻な気もちはなかった。1年の不作は次の

1年で取りかえせる。しかし，スギの被害はちが

う。20年の苦労が一瞬にして消えてしまった」

自然の非情な一面をみせつけられたような気が

した。しかし，人間の側にも落ち度はなかった

か。冠雪害の原因の一つとして，間伐すべき時期

に間伐せず，ひ弱なスギになっていたことがあげ

られている。労働力の不足があったとはいえ，自

然の力に対する認識に甘さはなかったか。

こんな評論家的批判を私はするつもりはない。

山を管理するものとして，自分の山にひどい雪害

のなかったことを，幸運と感じるだけである。そ

れにもうひとつ，気になることがあった。福島県

阿武隈山系で雪害があった同じ日，福井県の豪雪

地帯でも雪害が発生している。阿武隈の雪害を論
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じるには，福井の雪害をみておかないと片手落ち

のような気がして，私は福井へ行った。そして，
かわだ

河和田で聞いた話は意外だった。よく手入れして

いる優良なスギ林分に激害が発生し，逆にずぼら

な人のスギ山に被害がなかったというのである。

河和田は漆塗りの町だが，林業の歴史も古く，

河和田杉は優良材として市場での評価が高い。私

は河和田の杉林をみてまわったが，高くまで枝打

ちした美林が多かった。実は，そんな美林が雪害

をうけていたのである。手入れのわるいスギ林は

常時雪害をうけて，弱い木は淘汰され，自然に耐

雪林型になっているのである。

阿武隈では手入れ不良によって雪害をうけ，河

和田では手入れ不良が林分を耐雪林型にみちびい

ている。手入れ不良だけをとり出して森林管理の

あり方を批判するには，森林はあまりにも複雑・

不可解であり，自然はあまりにも非情である。大

きな災害に遭遇するたびに，われわれはいつも，

己の無知を知らされるのみである。

河和田は雪害がひどいとはいいながら，阿武隈

にくらべると問題にならなかった。それは，河和

田の林相が，高齢から若齢まで多様であること，

落葉広葉樹林と杉林がモザイク状に混在するこ

と，そのため雪害をうけやすい林齢の林分割合が

少なかったからである。一方，阿武隈はl唱和30

年代，国をあげての大造林によって，山は同齢の

スギ苗で埋められ，そして，約20年たち，伸び

ざかりのスギが山と谷をおおった。そんなとき，

何十年に一度しかないような，変な雪が降ったの

である。もう10年この雪がおそかったら。そう

思うと，山林管理の不備を批判するまえに，その

不運な一致をうらまざるをえない。

それでもひとつ言えることがある。阿武隈が新

興林業地であるのに，河和田は古くからの林業地

である。前者は大面積拡大造林という大きな変革

をしたのに対し，後者は昔からの植林法を受けつ

いでいる。経験のつみ重ねこそ林業の基本である

ことを，私は今回の大雪害から学ぶことができ

た。 ’
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神田リエ
(I11形大学腱学部）伝説と童話の森

皿・モ
、
へ
、

＜町の外の森の中に，それは可愛らしいモミの

木が一本立っていました。そこはとてもよい場所

で，お日様はよくあたり，空気も十分にありまし

た。まわりには，もっと大きな仲間がたくさん生

えていました。モミとトウヒと，両方ともありま

した．．…．＞･

これは，アンデルセン童話の「もみの木」のは

じまりの文章である。小さなモミの木が早く大き

くなって，広い世の中を見渡してみたいと思う。

そして，クリスマスのころに伐り倒され，町へ運

ばれていく仲間を見て，自分も早く伐られたいと

願うのである。やがてモミの木は，伐られる時を

迎える。そしてモミの木は，クリスマスの晩にき

れいに飾り立てられる。てつぺんには金の大きな

星を，そして枝々には，金色に塗ったリンゴやク

ルミがさげられ，100以上もある赤や青や白の小

さなローソクが立てられた。その時がモミの木に

とって一生のうちでいちばん幸せだったのであ

る。クリスマスは終わり，モミの木は屋根裏部屋

へ片づけられる。枝は黄色くなって枯れてしま

い，やがてモミの木は小さく割られ，燃やされて

しまう。モミの木の短い一生の物語である。

アンデルセンの童話の中でいちばん多く現われ

る樹種はモミである。モミの木は，冬も夏も青々

とし，濃い緑色をしてたたずんでいる。また，モ

ミの森は遠くから見ると黒々としており，よく景

色を表わす時に使われる。

何よりも，この「もみの木」に代表されるよう

に，モミの木とクリスマスツリーとの関係は切り

離すことができない。クリスマスツリーにモミの

木が使われるようになったのは，いつごろからの

ことなのだろうか。

キリストの誕生を祝う，クリスマスの行事を行

うようになったのは11世紀からで，クリスマス

の主役にツリーを用いるようになったのは，それ

よりしばらく後のことと言われている。ブロック

ハウス大百科辞典によれば，すでに1500年前後

にモミの枝によるクリスマスの部屋飾りのことが

報告されている。のちに人々は，飾りつけをした

小さな木を掛けるようになった（農村地帯では，

1900年ごろまでの風習)。シュトラスブールでは，

すでに1539年にクリスマス用にモミの木が売ら

れていたことが証明されている。ローソクはつい

てないが，立てて飾りつけのされた木のことは，

1605年の紀行文に出てくる。クリスマスツリー

に人々が聖なる灯をつけるようになったのは，少

なくとも16世紀以降のことである。ローソクを

飾ったクリスマスツリーは，19世紀に一般に普

及し，最近はこの形のクリスマスツリーが外国で

もごく普通に用いられるようになった。

0

トーI､モス（シュヴァルツヴアルト）の大モミ樹齢400年
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クリスマスツリー『ドイツの民俗』

H.レーマン著，川端豊彦訳，岩崎美術社

伝説によれば，キリストの十字架はモミの木だ

ったと言われている。モミの木は聖なる木とされ

ていたし，それは一年中緑を絶やさないで青々と

している，というところから神聖視されていたの

だろう。冬，木々がすべての葉をふるい落として

しまうのに，モミの木は葉をつけたままであり，

12月のクリスマスツリーにふさわしいものであ

ったのかもしれない。

木を神聖なものとみなす樹木崇拝の名残りは，

今も多くの地方に見られる。それは「5月の棚

とか「5月の柱」のような慣習として，ヨーロッ

パ腱民の間で祭が行なわれている。その祭につい

て『金枝篇』（フレイザー著,永橋卓介訳,岩波書

店）で次のように伝えている。

＜ヨーロッパの多くの地方では，春，あるいは

初夏，あるいは夏至の日にすら森林に入って行っ

て樹を伐り倒し，それを村へ持ち帰って，村人た

ちの歓呼に迎えられて立てたり，森林へ行って樹

の枝を伐りとり，それを各戸に結びつける習慣が

あったし，それは今でもまだあるのである。この

ような慣習の目的は，樹木の精霊がその力のうち

にもっている祝福を，村やめいめいの家へもち帰

るところにある｡>

この「5月の樹」や「5月の柱」は，それぞれ
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の地方によってモミであったり，マツであったり

樺であったりする。ドイツの上部ハルツ山地の

町々では，幹の下のほうの皮を剥いだ高いモミの

樹を広場に立て，花や，黄とか赤に染めた卵でそ

れを飾る。

このように樹木の精霊は，農作物を成長させる

ことをはじめとして，いろいろな恵みをもたらす

ことから，原始の時代から人々の信仰の対象にさ

れてきたのである。

モミの木にまつわる伝説には，妖粘が多く登場

するという。まつすぐにそびえ立つその姿からの

連想なのだろうか。逆に広葉樹のナラは，その風

貌から，どうも魔女とかそういったものとのつな

がりが深いように思える。伝説や童話の世界を彩

る木として，広葉樹はナラであったのに対し，針

葉樹ではモミと言ってもよいのではないだろう

か。

グリム童話の「フリーデルとカーテルリースヒ

ェン」に現われたモミの木は，モミの特質を語っ

ている。悪者を追って，フリーデルとカーテルリ

ースヒェンは森の中へ入って行き，夜になったの

で木に登って夜を明かそうとする。すると悪者た

ちが来てその木の下に車座になり，えものの分配

を始める。二人は木の上から，拾ってきた石を落

とす。すると悪者たちは，それを石だとは気づか

ずに，風がモミの実をゆすぶり落としている，も

う朝だろう，と感違いするのである。

最後に，アンデルセンの「年の話」に現われた

モミの木で，印象に残っているところを紹介して

おきたい。

＜…教会の鐘の音が高らかにクリスマスをつげ

しらせました。．．…･雪をかぶったあざやかな緑い

るのモミの木の森で，クリスマスの天使がお祝い

につかうモミの若木を清めていました。『これら

の緑の若木が立てられる部屋部屋に，よろこびが

あふれるよう／』と，老いた年の王は言いまし

た｡…＞
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「深川，木場」がまず木置場とし

て立地し，そこに置かれた材木の所

有主の店は，日本橋，京橋あたりに

あったことは前に申し述べました。

江戸市中の発展にともなって，蕪命

により木置場の移転を命じられたの

ですが，当初はまず大店から実行さ

れたものでしょう。

その代表格，栖原屋にしても，自

ら廻船問屋を営み，材木のみならず

諸物資の売り買いを行い，四代目に

なると北海道函館に本拠を移したと

いう当時の大企業です。ただし江戸

の材木店は明治初期まで京橋湊町に

ありました。

当初の木置場は，安永2年（1773

年）の古地図などで15の区画に分

かれているところから，15人の材木

商人があったのではないかと思われ

ますが，前述のとおり，延享4年

（1747年）の文書では11人です。

当初の木場（木置場）でこのよう

な人々が，どういう産地のどのよう

な種類の材木を取り扱ったかは明ら

かでばありません。しかし想像いた

しますと，立地上の条件からまず海

路による木材が主ではなかったかと

思われます。

“駿河，遠江，三河，尾張，紀州，

土佐などから積出された木材は帆船

によって運ばれた。江戸市場の代表

材であるそれらの「下り荷」は下田
ふれあらため

港（その後浦賀港）で｢船改｣をう

けて江戸に回漕された。江戸海上交

通の門戸は築地（鉄砲洲船待町）で

そこには，回漕問屋，各種問屋はも

とより木場問屋の出店がおかれて水

材受渡の拠点であったため，船の到

着点は品川から佃島にかけてであっ

た。到着材は鉄砲洲で小筏に組まれ
てんまぜん

るか，あるいは伝馬船で木場に運ば

れた。そのほか愚的には上記の諸地

方産よりはるかに少ないが，東北・

北関東地方の太平洋側からも入荷し

た”（注1）

幕藩体制下にあっては，各藩はい

ろいろな形での森林統制を行い，そ

の産物につきましても，特椛商人や

特権的流通組織を通じ，貢納とから

めたり，冥加金の対象としたりなど

して，現金収入の道を求めておりま

した。したがって，大口取引の取扱

いができる荷受問屋が必要となりま

す。

木場問屋はこうした職能をもっ

て，海路からの大口取引（船単位か

と思います）を取り扱ったものでし

ょう。店数も少なく，取引が大型の

ところは，現在の外材を取り扱う商

社の取引関係と似ております。

これに対して江戸湾に流入する諸

河川を利用して送られてくる材を取

り扱ったのが川辺問屋でした。こち

らは店数も多く，主として中川の出

口にあたる本所地区に立地していま

す。薪炭，竹なども一緒に取り扱い

ました。

さて，享保以降，低成長時代とな

り，吉宗のとった辮府の政治は，世

に享保の改革といわれるもので前時

代に対する反動政策でした。

吉宗治世以前一一元禄期を中心と

する，綱吉時代の30年は,武断政治

から文治政治への転換期で，良きに

巷談「木場の今昔」

つけ悪しきにつけ，いわゆる「元禄

文化」の花が咲いた時です。儒学，

なかんずく朱子学を中心理念とした

政治体制であり，譜代勢力を排除

し，門閥のない側用人の登用など，

なかなか思い切ったことが行われま

したが，後半に至って，天下の悪令

といわれる「生類あわれみの令」や

度重なる貨幣の改悪，武士の官僚

化，贈収賄の横行によって悪政とさ

れてしまいました。

綱吉後，家宣，家継の時代はいわ

ゆる「正徳の治」で新井白石の改良

主義の時代でしたが，これもわずか

7年です。

吉宗の改革はこうした前時代への

反発でした。彼自身が大奥や譜代勢

力によって紀州藩主から将軍となっ

た人ですから当然でしょう。「諸事
どんげん

権現様御徒の通り」と孫府創業の精

神が強調されました。彼自身も質

素，倹約につとめ，公共事業を禁止

するなど，いわば行政改革とデフレ

政策を同時に行ったもののようで

す。

しかし幕府財政のためには，商業

部門を積極的に利用する政策を取り

ました。株仲間を作らせ冥加金を召

上げるなど万事，制度化し綱;ﾘ色の

強いものとなりました。逆に言え

ば，幕藩体制はこのころから，下り

坂となり，享保の改革（1716年)，

寛政の改革（1787年)，天保の改革

（1841年）と目まぐるしく政策変

更を計るのですが，そのままずるず

ると幕末の動乱に立至ってしまいま

す。この間多くの天災（大飢鯉，疫

7．木場・江戸時代 (その2）
松本善治郎
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病の流行，大火，洪水）や人災（百

姓一摸，打ちこわし）に見舞われ，

武士階級は困窮し，封建体制はその

根本をゆり動かされることになりま

した。

この間，人口の3筋にも満たぬ，

商人階級に‘‘富"が集中しましたか

ら，商業資本に対する抑圧が形を

変えてつづけられました。寛政元年

(1789年)の索撚の公布はその
最大のものでした。“旗本にたいす

る札差の借金を,6年以前の分は放

棄させ，それ以後の分は年賦で返さ

せるという趣旨であったから札差は

約118万7千8百両の貸金を一朝に

して失った”(注2）とありますから

まことに思い切った政策です。

株仲間というのはご承知のように

その「株式」の所有を幕府から許可

されたものだけが営業を行うことが

できるという営業の独占権を許され

た集団です。その反対給付として，

運上金，冥加金を貢納するわけです

が，この制度は，問屋の市場支配力

を高めることになりました。

木材問屋や仲買の仲間作りは既述

のように享保以前から行われており

ました。しかし"奉行所言上帳に正

式に材木取扱を登録されるのは深川

木場組合は元文4年(1739年),川辺

一番組古問屋組合は寛保3年（1743

年)，板材木熊野組合は寛政6年

（1794年)”(注3）でした。

これは"既存の権益の保謹一新

規開業の制限”という利点がありま

したので"下からの，問屋組合側か

らの請願が破極的な契機となって，

幕府はこれを受動的に承認したもの

なのである'，(注4）ということも事

実のようです。

上記3問屋は文化4年連合体を作

りました（注5)。しかし以前から

3問屋間には，いろいろな交流，営

業の盛衰等があり，この連合体の成

立までにも多くの変化がありまし

た。傾向といたしましては，幕府の

緊縮政策による公用材取扱の減少

と，民間商用材の漸増傾向が見られ

ます。これによって"幕府御用材の

納入をその本命とした板材木問屋，

熊野問屋およびその承継者である木

場組合問屋は，御用材納入の一段落

により，その業域を縮小するか，ま

たは他の業域に転進していかねばな

らなくなったであろう。延享度に11

人であった木場組合問屋は文政度に

わずか4人になっている”“民用材

を対象に出発した川辺一番組古問屋

は－関東地廻り開発による，地廻

り仕出し生産材木の増加と，民用材

の需要が公用材に比べて安定的な歩

調をたどる情勢にあったことのため

に，その地歩を進めたであろうこと

が推測される',(注6）という情勢に

なりました。そして仕入先である山

方に対しても売先である仲買に対し

ても，また仲間内の新規加入その他

の取決めについても共同歩調を取る

ことが有利であると判断されたと思

います。こうしたことから，3組合

の中で同一店が複数の組合に加入し

たり，株を取得したりするケースも

できました。縁組をして親戚になっ

たり，木置場の貸借，仲間づきあい

などで交流も頻繁に行われていたの

でしょう。また，‘‘街"の発展につれ

「木置場」がだんだんと「木場」と

いう固有名詞をもった生活集団化も

してまいります。筏師，奉公人，人

夫なども増加したでしょうし，店舗

もだんだんと木場へ移ってきたので

はないでしょうか。

また，材木仲買に属する人々の中

からも文化文政時代に木場材木問屋

に加入した人とがあったようです

(注7)。もっとも‘‘江戸I射､の材木

仲買は材木問屋を唱えていた－仲

買，問屋の区別は，あくまで業界内

の取決め,公の呼称である”(注8）

という説もありまして，時代の移り

変わりとともに，同業間では職能分

化にそうはっきりした区分がなかっ

たことが知られます。

‐
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〔注1〕「東京木材市場の史的研麺萩野
敏雄著，日本林業調査会発行,P.11～12
〔注2〕「江戸時代」北島正之著，岩波新
.,P.192

〔注3〕「江戸東京材木問屋正史」島田錦
蔵著iP.540,237

〔注4〕上掲書,P.542
〔注5〕上掲書,P,207
〔注6〕上掲瞥',P.592,593

〔注7〕「東京材木仲買史｣,P.253)254
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降雪初期の埋幹の違いがスギ幼

齢木の根元曲りと生長に及ぼす

影響

富山・林試平英彰

日本林学会誌64－12

1982年12月p.453～460

降雪初期の冠雪による幹の傾きを

少なくし，その後生じる樹幹の埋雪

を軽減するために，降雪前にテープ

を用いて幹の倒伏防止処理を行い，

その効果を測定すると同時に，根元

曲りの増加が樹体や根系に与える影

緋について検討した。

スギ幼齢木における根元曲りは，

樹幹が冬期間雪によって倒伏するこ

とが主因であるが，降雪初期の冠雪

による樹幹の傾きの逢いが，その後

の降雪に伴って生じる樹幹の埋雪状

態に違いをもたらし，根元曲りの形

成皿を左右する。

樹幹の倒伏は，単に根元曲りを増

大させるだけでなく，根系に損傷を

与える。根系の損傷は山側が最も大

きく，谷側では根の変形を生じるが

さほど大きくない。また，等高線方

向の根系は損傷が少ない。樹高1m

以下の個体では，根系にほとんど損

傷が認められない。しかし，樹高が

高くなるにつれて根系の受ける損傷

は大きく，その結果，根元曲りの急

増した個体は生理的な障害を生じ，

新莱蹴を減少させ，樹高生長量，材

職生長艇の著しい減退を招くことに

なる。

帯のこ走行位置に及ぼすのこ身

温度の影響

京大農服部順昭ほか

木材工業No.430

1983年1月p.24～28

帯のこの送材方向の走行安定性に

どの程度のこ身の温度が影響するか

を知るため，実用の速度範囲で走行

中の無歯の帯のこにのこ身の両面か

ら木片を押し付けることによって，

のこ身を加熱し，加熱後ののこ身温

度と走行位置の変化および定常状態

でののこ幅方向の温度分布を測定

し，のこ身温度と走行位置の関係を

考察した。

歯側を加熱した場合帯のこは素早

く前進するが，背側の場合は緩やか

に後退し，中央の場合は緩やかに前

進した。そして加熱場所での温度変

化と走行位置の移動量との間に直線

関係が成立し，同じ温度変化におけ

る走行位置の移動量は中央加熱の場

合が最も少なく，歯側加熱の場合は

その約3倍，背側加熱の場合歯側加

熱の場合の約2倍になった。したが

って，帯のこ走行位置は腰入よりも

むしろ背盛りの状態が変化するよう

なのこ身の温度変化により影響を受

けるものと考えられる。

森林雪害に関与する雪氷の性質

（1）

国立・林試新田隆三

森林立地24－2

1982年12月p.1～6

森休雪碧の発生機構を研究する段

階で問題となるのは，一つは森林冠

雪害における雪の付着力と強風との

関係であり，もう一つは森林雪圧害

における雪質と雪圧との関係であ

る。本報では，雪，水，水蒸気が我

々の周辺で演ずる挙動について整理

するとともに，雪の付耕と風との関

係を論じている。

今までに明らかにされたことは，

(1)過冷却水滴の地物への衝突・着

氷は，主に季節風の吹きあげる斜面

で生じ，雪粒への衝突・着氷が雪粒

付結晶，あられ，ひょうをつくる。

(2)雪粒同士を固結する焼結現象

は，結晶形の残っている新雪や，砕

かれてのち圧されて接点の多い雪の

中で急速に進行する。

(3)強風のもとにぬれ雪が長時間降

ると，電線着雪害や森林冠雪害が発

生する。

(4)強風が雪粒と被着雪体との接点

をふやして湿雪の付着を助ける。強

風はまた揚力でもって着雪体の脱落

を妨げ，着雪の発達に寄与してい

る。

「林分施業法」の歴史的性格に

関する－考察

東大・北演宮本義憲

林業経済No.410

1982年12月p.6～11

「林分施業法」（東大北海道演習

林で高橋延清氏らにより椛想され’

1958年から実施）は'その後二十数

年にわたり，北淡の施業を規定し，

「事業的規模で実験」されてきた。

本施業法は高く評価されてきた

が，一般性（普遍鋤について異論

もでている。



ここでは，「林分施業法｣の実行上

の重要問題として（北海道天然林施

薬にとって長い間宿題とされてい

た）不良蓄積の除去を念頭におい

て，第一作業級（主として里山天然

林と再火再生林）の集約な施業が行

われた箇所について，その森林が過

去の施業においてどう位職づけら

れ，どう利用されてきたかを明らか

にしている。

東大北演と「林内植民」との対抗

関係，その中から生まれた「林分施

業法」について，前者については木

曽の農民たちを連想させるとし，ま

た後者については一つの対抗関係を

止揚したように見，技術主燕的，自

然主義的に総括され賞讃されること

をいましめている。

林業労働災害の分析一伐出作

業を中心として

国立・林試奥田吉春

林業試験場場報No.221

1982年12月p.5～8

伐出作業の労働災害の動向，労働

災害の分析，林業労働のパターン，

今後の問題点等について述べられて

いるが，災害要因と災害発生との関

係をみるに，

①年齢的には40～49歳の中年屑

に多く（約40％)，②作業内容区分

別には伐倒，造材，架線集材，トラ

ック集材，巻立て，架線撤去に非常

に多く（約85％)，③災害場所では

林地，伐採地等で比率が高く（約

50％)，④発生月では7～9月が多

く，⑤時間的には午後前半と午前後

半で多く（約75％)，⑥起因物では

伐倒木，斧・鉈・鋸等の手工具，チ

ェンソー，末木枝条，かん木の順で

ある。

事故の型としては，①切れ．こす

れ，②激突され，③飛来，落下，④

はさまれ，巻きこまれ，⑤賑倒の順

に多発しており，傷害部位と傷害名

の組み合わせでは足一切削，躯幹一

打撲，足一挫創，足一骨折などの頻

度が高い。

ボラ地帯における山腹工法の一

老壼
‐不

熊本局・高崎署大塚勉

暖帯林No.407

1983年1月p.34～37

ボラ層は南九州地方の特殊土壌の

ひとつで，治山事業のガンともいわ

れ，その地域の山腹崩壊は伐採後

4，5年ごろから前生樹の根系緊縛

度が低下することにより，集団的に

起こる傾1句がある。崩壊が拡大すれ

ば，自然復|日はほとんど期待できな

いのが現状である。一般的な筋工に

よる山腹復旧では，表土の安定は得

られない，従来から施行されている

全面緑化の施行箇所の追跡調査を行

い，さらに柵工について検討した。

高崎町をおおうボラ層，ボラ層山

腹工の施行例を述べた後，ボラ層に

おける山腹工事のポイントは，土粒

子の移動を防止するための緑化にあ

るが，今年度は法面の全面緑化と柵

工を組み合わせ，さらに法面への木

本類の導入をはかるため，柵工，種

子付ネット，法面さしつけを実施し

た。

この結果，法面にさしつけたヤナ

ギや，木本導入のため二次製品に配

合したヤシャブシは，草本類の生育

の悪い箇所に発育生育して，良好な

状態を示している。

のこくず，樹皮堆肥（土壌改良

剤）の使用例と今後の問題点

王子・蝿山林木育轌易和田克之

山林No.1184

1983年1月p.29～33

木質系残廃材は，最近の推計では

年間約2,300万nl8に及んでおり，
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中でも問題は約50％を占めるパー

ク，のこくずの活用状況である。大

部分は廃棄処分または焼却されてい

たが，30年代に入って堆肥化の実

用化がはじまり，のこくずはかなり

利用されてきているものの，パーク

はまだ大部分が焼却，廃棄処分され

ている。

以一ド，土壌改良剤としての使用例

がのこくず捌凹，パーク堆肥につい

て述べられ，最後に今後の問題点を

提起している。

地域リーダーの条件一林業・

山村振興の主体を求めて

林政総合調査研究所森厳夫

山林No.1183

1982年12月p.4～11

最近行った実態調査の結果にもと

づき，林業・山村の地域リーダー論

を展開している。ここでは，対象領

域を林業の分野のみに限定せず，む

しろ地域主義に立脚する燗点から山

村全体に拡大し，山村振興のリーダ

ー像を明らかにすることに力点をお

いて，地域リーダ論の視点と実態調

査，地域リーダーの形成と活動，現

代の地域リーダー像について瞼じて

いる。

○大石善策：製材機械の歴史

（13)一レーザー光線によ

る製材

林材安全No.406

1982年12月p.34～39

○繁沢静夫：木材工業の問題点

林経協月報No.256

1983年1月p.14～21



42

Ⅱ、非公共事業

1.森林適正管理推進対策事業の実

施一適正な森林管理の必要性，緑

資源確保の重要性について国民の理

解を求め，都市住民等一般国民から

積極的に森林整術に必要な資金の導

入を図る条件を整術するとともに森

林適正施業の推進等森林の適正な管

理に必要な総合的対策の新たな実施

（1,044百万円)。

2.間伐対策の実施一間伐促進総

合対策の計画的推進。

3.国産材安定供給体制の整備と木

材産業の再編整術一①国産材の安

定供給体制の整備を図るため，地域

材安定供給のための川上と川下を結

ぶ協定づくり，素材生産流通施設の

整備，担い手の育成等を総合的に推

進する国産材安定供給特別対策事業

（174百万円）の新たな実施，②木

農林鶏昭和58年度

林野関係予算案決まる

かん養機能，土砂流出防止等国土保

全磯能を高度に発揮する高蓄職かつ

簡循環な森林に盤術する水土保全機

能強化モデル事業（804百万円）お

よび渓流において治山ダム，防災林

等を一体的に整備する土砂崩壊流出

防止総合治山事業（1,284百万円）

の新たな実施，②水源林造成事業の

推進。

2.林業生産基盤の整備充実一①

造林事業：森林総合整備事業の拡充

等造林事業の推進，②林道事業：林

道網緊急整備事業の新たな実施(900

百万円）等林道事業の推進。

昭洞158年度予算政府案が昨年12

月30日の閣議で決定したが，林野

関係予算案については公共事業蜜総

額307,260百万円揃年度比103.1

影)，非公共事業費総額57,884百

万円（前年腱比97.7％),総計365,144

百〃円（＃i年度比102.2％）となっ

ている。

林野関係予算案の中で林野庁が力

点をおいている重点事項は次のとお

りである。

I.公共事業

1.国土保全対策の充実一①治山

事業：第6次治山事業5カ年計画に

即した計画的推進。特に森林の水源

'ずニーーーーーーーニニーも宴Q』9 ‐ｰ？、三＝R44 －－F"-.-句~e今も陰吾T勺_LL”ず冒『ぬ_･ﾛ.｡畠2~一餌一一画 ’

髄獄:鴬瀦織貝…赫鶏
自然公園の利用者数の推移

(単位：万人）
森林の

レクリエーショ

ン的利用の動向
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近年，都市化の進展等による生活

環境の悪化，余暇の増大等に伴っ

て，森林を対象とする野外レクリエ

ーション活動が活発化している。こ

の状況を森林レクリエーションの代

表的な対象地である国立公園，国定

公園および都道府県立自然公園につ

いてみると，最近の利用者数は約8

億人と40年に比べると約2倍の水

準になっている。また，国有林野内

に設けられている自然休菱林，自然

観察教育林，野外スポーツ林，風景

林等の「レクリエーションの森」へ

の入込者数は,55年度には1億6千

資料：環境庁調べ

注：統計と内訳の計とが一致しないのは，四捨五入によるものである
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的実施。

4.松くい虫対策等の充実強化。5．

林業椛造改選等の推進。6.林業の担

い手対策等の充実整術。7.森林エネ

ルギーの有効活用。8.林業金融等の

充巽。9．以上のほかIMi木需給安定雄

金の造成，林木育種聯業の推進，優

良種償の確保，国土緑化の推進，林

業技術の高度化，林業機械の改善対

策，海外林業開発の推進等を行う。

なお国有林野事業については，事

業運営の改善合理化等自主的努力を

推進する一方，国有林野における造

林および林道事業について，一般会

計資金の繰入れの拡大を行うととも

に財政投融資資金の導入の拡大を行

うほか，新たに幹線林道の災害復旧

事業について一般会計資金の繰入れ

を行う（200百万円)。
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皇林政拾遣抄

寸
＝昌

三
＝

三
目＝

三
コ

三秋田スギからの製品に寸甫（すん
目＝

三ぽ)材があった。桶穂榑，屋根小
＝

＝

三羽,天井板,|蝋子腰板,戸縁,曲物
三などを造るのに用いられたもので，
＝

二

言材質の識別が便利なこともあって秋
＝

三田材の代表的な製品であった｡木理
＝

＝が通直で枝節のない良材を写真のよ
＝

三うに，クサピを入れてミカン割りに
ニ

ニした。寸甫の約3倍くらいの大きさ
＝

言の材を｢保太氷」（ほたぎ),保太氷を
三

三採材できない部分から採った寸甫状
＝

三:のものを｢突出木」(つきだしぎ)と

冒|称したと,長岐喜代次氏著『秋田杉へ
罠：

昌の郷愁』にある。船による運搬が主
＝

三であったころの造材方法であった。
＝
＝

言70％ぐらいの歩止りであったという
＝

三から，資源が挫富な時代のぜい沢な
＝

三使い方だったのである。北陸方面ヘ
ー

ニずいぶん出回ったらしい｡利用者は
＝
＝

E一目で材質が判定できたので，重用
＝

＝

菫したという。寸甫材の木取り寸法は
三

三次表のように示されている。寸甫材

三の造材が行われたのは明治期まで
＝

三で，材価が高くなり，機械製材が一
三
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甫

1－－．寺匹込一色迦制－．5＝晋一＝ケ1

万人となっている。

このような森林のもつ保健休鍵機

能に対する要請の増大に対処するた

め森林の造成，改良，維持等が図ら

れている。

優れた自然の風景地を保樅すると

ともに，その利用の増進を図ること

を目的として設置されている自然公

園についてみると，国立公園は面積

202万ha(うち森林面談88%),国

定公園は面積114万5千伽（うち森

林面職75％)，都道府県立自然公園

而職203万7zFl,a(うち森林面積69

％）が指定されている。

また，国有林野においては，山

岳，高原，渓谷等景観の優れた地域

や野外スポーツに適した地域をレク

リエーションの森として選定し，広

く国民の利用に供しており，その面

積は，現在，約54万l]aとなってい

る。

一一一・ …一旬I

（注)本木，二半木，四半木の木取りに畠
ついては写真参照三

目＝

般化し,鉄道輸送に代わるにともな皇
呂＝

い姿を消していった。言
三

木曽地方にも｢榔氷」（くれぎ)と三
目＝

いって寸甫に似た製品があった。農三
三

安年間('7世紀半ば)にはヒノキ，三
＝

サワラに限っていたが，その後，マ言
I＝

ｷ，アスヒ，ネズコが追加された。E
ごぽく旨

これらは「木曽の五木」と称される匡
昌

良材である。製品規格は，丸太を四冒
＝

つ割，六つ割,八つ割難にした長さ冒
三

6尺5寸から5尺3寸までの,木口言
が台形状のものであったという（白i冒

巨

鳥御材木奉行覚書，所三男：日本冒
＝

林業史の研究より)。寸甫材といい，三
＝

神木材といい，迩搬方法が造材方法三
三

をきめた例である。（澗井辿夫）三
三

※1尺は約30cm=
＝

三
＝

11Ⅱ1III1IIIiⅡ11111ⅡⅡ1ⅡⅡⅡⅡIⅡIⅡIⅡⅢ1ⅡⅢⅢⅡ11Ⅱ1111ⅡⅡHI1IIIⅡIIHIⅢ111ⅡⅡⅡⅡⅡIⅡ11ⅡⅡ111ⅢMIIⅡⅡ11Ⅱ11M冊順

副蝿農||腿｜鯉
大本木
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『楽器用材バイオリン

頭ばモミヂ，トチ。

腹板(響板)表甲は欧州では高

山に生ずるトウヒ，我が国では

ヒメコマツ，天塩マツ（アカエ

ゾマツ)，ツガを用いる。いずれ

も糸柾の真直なもの。ヒメコマ

ツは大井川上流産，ツガは木曽

産のものを可とす。

天塩マツ(アカエゾマツ)は堅

さ,樹脂含量がヒメコマツ,ツガ

の中間で，職板としては最適。

繊維通直で，年輪III扇が斉一，年

輪幅1.5～2.0mmのものが最

も良材。これより狭いものは音
ねぽ

が粘り，広いものは響かない。

背板(裏板)は胴(側板)およ

び棹はモミヂ，トチ，安物はヒ

メコマツを用いる。トチは三重

県，和歌山県産のものが良く，

トチは斑（杢）の美なるを徴用

する。”････』

以上は本書『木材ノエ郵的利

用』409頁，楽器用材，バイオリ

ンの項に記載されているものの抜

すい（原文に筆者の注，若干の字

句の書きかえを加えている）であ

る。

この本には，明治末期，当時の

わが国の木・竹材の製品約800種

（建築材としての丸太から柵，小

揚子にいたるまでの用途を網らし

ている）について，これらの用途

に使われる材料の樹種，材質，材

料選択法，処理法，加工法などが

克明に解説されている。

冒頭の記事は楽器用材の一部

の記載例で，このような記載が

1,300頁にわたっている。

これらの知識は，我々の祖先が

永年の生活体験を通じて集稜して

きたものであり，世界に誇るべき

木材文化をつくり上げてきた日本

昆珊剛1

農商務省

山林局

木
材
ノ

本誌460号では感染植物から取り出し

病て集めた純化ｳｲﾙｽ像を紹介した｡今

ｳ震鷲雰驚騨縦獺
ｲ黒鯛蜜撫蝋懸
ル顔状に合成されつつ場面を捕えたもので，

中の小さい黒丸が径約28nmのウイル

ス蟇護蕊鱸懲雛鯛
そ琶蝋撫鱸'鰄饗塾
のネポウイルスーに特徴的なもので，樹木

2 寄生ウイルスにはこのグループのものが

多い。感染細胞内でのウイルスの様子に

は莱状構造のほか，封入体と呼ばれる風

車形や円筒形の樵造物を作るもの，細胞

工
藝
的
利
用

萌
治
蝿
年
版
・
復
刻
極

質や液胞内に結晶配列したり，核内や師

管内に局在するウイルスなど種類により

様々である。（林試楠木学）

〈病原体の紫顔>は本号(24回目)で終わりま
す。この間林試樹病研究室には終始ご協力を
たまわりました。小林先'::!･tじめ本棚の多く
をご担当いただいた楠木先生，またご協力い
ただいた諸先生へ厚く御礼申し上げます。

林業科学技術授興所

東京都千代田区六番町7

（韓03-264-3005）

発行

B5判，極上皮クロス

製本，外函入

1,300頁

定価20,000円

（送料実磯）

にﾆ「ｺ

牢ﾐｸﾛの造形
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民族の生活記録であるとともに，

そのなかには70年後の今日学問

的にも，また，実用上からもなお

学ぶべきものが少なく趣い。

この本は明治末期，当時の山林

局林業試験場の2人の技師による

実地調査の結果をもとに編さんさ

れたものであり，先人の偉大な努

力にただ驚嘆するばかりである。

年移り，現在，我々の日常生活

のなかには多くの非木質材料が進

出しており，この本に記載されて

いる木・竹材製品のなかにもすで

に市場から消えてしまったものも

少なくない。また，原材料であ

る木材の樹種や材質，処理法にた

いする貴重な知識でさえも関係者

のなかから急速に失われつつあ

る。

このような時期に本書の復刻版

が刊行され，だれにでも安易に手

に入り，親しんでもらえるように

なった。

「この木材は一体，何に使える

のだろうか」とか「この用途には

どの樹種の木材が良いのだろう

か」ということを知りたいときな

ど，今でも，この本が最も頼りに

なる。どの頁にも我々の祖先のす

ばらしい生活の知恵があふれてい

るからである。

林業，林産業界が低迷を続けて

いるとき1人でも多くの方々が本

瞥を知りその真価を認識し明日の

林業の発展に役立ててもらいたい

ものである。（加納孟）

画
マー

Iir司言壽刀

共通一次試験

本年も1月15,16の両日，国公立で独特の才能を有する野生種のよ

大学受験者に対する共通一次試験がうな学生にもその瞬発力を利用し合

行われたが，翌日の新聞記事の中格するチャンスがあった。その結果

に，この試験の成繊（点数層）によ各学年は多様な学生から成り，異質

って志望校がほとんど決められてしな要素の摩擦と相互影響力から発す

まい特徴ある大学が選べない，と喚る熱気と活力がみなぎっていたと恩

く受験生の声がまじっていた。「忽」う。また従来は高校間の差による変

生のような熟年者にはとんと不案内異も期待できた。ところがこの制度

なことであるが，何でも，高校ある下では，野生種は初めから除かれる

いは塾や予術校では，生徒に極めてか，偶然に入り得ても薄い層の中で

強力な受験指導を行い，その際に共沈潜してしまうらしい。こうして期

通一次試験の点数に基いて見事なほせずして大学生の全国的な規格化と

ど層の薄い振分けがなされるらしい大学の階層分化が進んだ。

’のである。モノカルチュアは林学や農学関係

一方，こう･して送りこまれた学生者のよくその弊害を知りかつ戒める

iと接触を重ねて，制度下最初の卒業ところである。コーヒー，コショウ

’生を送り出すまでになった大学の教などの例をあげるまでもない。林業
師の間でも，一種の危機感が生じてでも，スギの1ないし少数の奨励品

いるらしい。いろいろ説明される砿で以て県単位や育種区を埋めるべ

が，要するに最近の学生に何となくきでないと説かれている。同様に，

活気と面白味が乏しいという。しか共通一次試験制度は大学教育のモノ

も大学によっては，全般的な学力のカルチュア化の一歩ではなかろう

低下を真剣に憂えているという。か。もしそうだとすると，日本の将

｜この2つの話から，極端な蓄えで来にとって由々 しいことである。

恐縮だが，それぞれ産卵率（点数）真面目でおとなしい学生は教師に

の異なる単一の品種を飼育する養鶏は好ましいものであろう。しかし平

場（大学）を連想した。産卵率の高坂化された学生の集団からは創造的

い品種を得る養鶏場ほど経営成縦なエネルギーは生まれない。そして

，（就職試験合絡率など）がよくなるその結果－－数～十数年後の日本の

iのは当然であるが，品種とひなの数状態が目に浮かぶようである。早急

に限りがあるので，弱小養鶏場にはに何らかの改善がはからるべきであ

良い品種が行渡らない，という仕組る。ちなみに，先進諸国にも高校卒

みである。業時に国家試験を課するところがあ

共通一次試験制度が導入される前るが，その後の大学入学制度には彼

は，各大学独自の試験を行ったの我の間に絶大の差がある。（忽）

1

|I

Ｉ
４
１

４
口
■

この獺は編築委員が担当しています
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＜締切り迫る./＞

第30回森林｡林業写真コンクール

作品募集要領

ガの提出と同時に提出のこと。

審査と：審査は昭和58年4月上旬に行ない,入選

発表者は会誌「林業技術」5月号に発表。作
品の公開は随時，同誌上で行なう。

審査員：島田謹介（写真家)，八木下弘（写真
・家)，瓜生瑛（林野庁林政課長)，塚本

隆久(林野庁研究普及課長),原忠平(全
国林業改良普及協会副会長)，小畠俊吉

（日本林業技術協会専務理事）の各委員

（敬称略・順不同）

表彰： 〔白黒の部〕

特選（農林水産大臣賞）1点貧金5万円
1席（林野庁長官賞）1点3万円

2席（日本林業技術協会賞）

3点各2万円
3席（〃）5点各1万円
佳作20点記念品

〔カラーの部〕
特選（農林水産大臣賞）1点鐡金5万円
1席（林野庁長官賞）1点3万円

2席（日本林業技術協会賞）
3点各2万円

3席（〃）5点各1万円

佳作20点記念品
（3席までの入賞者には副徴を剛呈する。同

一者が2点以上入選した場合は席位はつける
が，賞金副賞は高位の1点のみとする）

題材：森林の生態（森林の景観一環境保全・森
林動植物の生態・森林被害など)，林業
の技術（森林育成一育苗･植栽･保育等，
木材生産・木材利用など)，農山村の実

態（生活・風景など)，都市の緑化
作品：1枚写真（四ツ切りとし，組写真は含ま

ない)。白黒の部・カラーの部に分ける。
応募資格：作品は自作に限る。なお応募者は職業写

真家でないこと。

応募点数：制限しない。

記載事項：①題名，②撮影者（郵便番号．住所．氏

名･年齢･職業･電話番号),③内容説明，
④搬影場所，⑤撮影年月日，⑥撮影デー
タ等を記入すること。

締切：昭和58年3月31日（当Iﾖ消印のものを
含む)。

送り先：東京都千代田区六番町7〔〒102〕
日本林業技術協会「第30回森林.林業写
真コンクール」係

作品の帰：入賞作品の版権は主催者に属し，応募作
属及びネ品は返却しない。作品のネガは入賞発表 主催(社)日本林業技術協会後援農林水産省/林野庁

協会､の'う、どき

◎研究発表会

研究発表会が次のとおり開催され

本会より参加者に対し，賞状，賞品
を贈呈した。

林野庁(1/18～19)猪野理事長，柳
沢出席，大阪営林局(1/19～21)梶山

常務理事出席，名古屋営林局(1/24
～25)小畠専務理事,土江出席,東京

営林局(2/1～2)猪野理事長，山田理

蔀出席，長野営林局(2/1～2)小畠専
務理事出席，北海道庁(1/27～28)山

田理事出席，鹿児島県庁(1/25）

◎講師派遣

1養成研修専攻科（1年次）
依頼先：林業講習所

内容：森林航測論
講師：渡辺技術開発部長
期日：1/11～12

場所：林業講習所

2.昭和57年度空中写真測量技術研
修会

依頼先：林野庁
内容：写真判読と森林調査／正
射写真図と森林調査／現地

実習／調査のための新技術

講師：渡辺技術開発部長

期日：1/31～2/5

場所：農林水産研修所・

◎調査研究部関係業務
1.1月21日本会5階会議室におい
て水源地森林機能研究会第3回委員

会を開催，各委員，関係者が出席し
た。

2.1月26日本会5階会議室におい

て林分密度管理図審査委員会を開

催，各委員，関係者が出席した。

◎調査部関係業務

1．1月18～19日丹後地域開発計画

調査の第2回委員会および現地検討
会が開催された。

2.1月26日第3回流域問題研究会
が農林年金会館で開催され，本会よ

り梶山常務理事が複臓林施業と水源
かん養機能と題して識演した。

3.1月27日京都市において京阪奈
地域総合整備計画調査の委員会を開

催した。

4‘1月27日林野火災拡大危険区域

予測調査の小委員会を開催した。

◎ホンジュラス国林業開発公社総裁
から感謝状

日林協では，昭和56年1月から

ホンジュラス共和国の林業資源調査
を行ってきたが（現地16名,377日
間，延1,490人日)，昨年12月最終
の現地調査に際して，同国林業開発
公社総裁から感謝状(Diplomade
Reconocimiento,1982年12月19日

付）が贈られた。

昭和58年2月10日発行

林業技術

第491号

編集発行人猪野砿

印刷所株式会社太平社

発行所

社団法人日本林業技術協会
（〒102）東京都千代田区六番町7

電話03(261)5281(代)～7

（振替東京3－60448番）
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■幻の名著の復刻・現代語訳付で刊行
0

完全,"FFFﾛ■I

復 刻ロ 野

監修土倉梅造

回刊行58年2月

劃林 業
1

一一一
伊

雲菫 原文。全
＄

現代語Eヨ

原画対照
F1

訳｡注解付解付

B5判250頁上製箱入布クロス

定価6,000円〒300

日本の山林王・土倉庄三郎翁が父祖伝来の技術に加え、心血を注いで極めた杉・棺植

栽の奥義は、明治31年に多大の犠牲を払って刊行された『吉野林業全書』にあますと

ころなく記されている。このため同書は、現在でも林業の真髄を学ぼうとする者にと

って、いわば幻の名著として垂挺の書となっており、復刻が待望されていた。今回、

もはや入手できなくなった同書の全原文、原画を完全復刻するとともに、同書が木版
刷りで変体仮名のため、現代の人々 にとって読みにくいところから、原文に忠実な現

代語訳を付し、さらに詳細な注解も付けて、日本林業を担う方々 へおとどけすること

とした。

日本林業の発展と森林組合
－林業生産力の展開と組織化一

農学博士田中茂著A5判上製箱入245頁2,300円〒300

林業マンのための 新訂図解/日本の森林･林業
補助・融資。税制全科 同編集委員会編
<57年度新版＞ B6210頁1,500〒250
B6上製445頁2,300円〒250

改訂普及版間伐のすべて標準功程表と立木評価
一生産から搬出・加工・販売まで一 梅田三樹男･辻隆道･井上公基編著

監修坂口勝美A5142頁上製1,800円〒250
A5240頁1,800円〒250

改訂図説造林技術立木幹材積表
造林技術研究会編林野庁計画課編

A5170頁1．800円〒250B6

東日本編

西日本編

各1,200円〒250

〒162束京都新宿区市谷本村町28 淵日本林業調査会 電話(03)269-3911番
一
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ひのき造林地下刈用…長い効きめ

…
クズ・ササ･灌木･カヤ等にも御使用下さい。

製造昭和電工株式会社販売丸善薬品産業株式会社
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お問合わせは丸善薬品産業㈱へ0．Iqp4ノヒ1.,入b＝睾回、雲奉””､．

札幌営業所aOII(261)9024

本社大阪市東区道修町2丁目壷06(206)5500仙台営業所壷0222(22)2790束京支店東京都千代田区内神田3-16-9aO3(256)5561
名古屋支店名古屋市西区那古野1－1－7a052(561)013I 金沢営業所盃0762(23)2655
福岡支店福岡市博多区奈良展町1418a092(281)663I 熊本営業所恋0963(69）7900
．幸nb－ヒユP－－－－－－=わ一一守ら－今pq－忠司申～●雨■毎一■宇舎一写J今f一一e一．■ﾛeや～一一‐ ■■‐一一口堂一』｡”一≠ﾛﾜ勺＝●0虫 ｡ー●~一 ､亀一■

■÷圭一L○●辛少墨必の翅やJ…源

|や称分の密度管理1〔2刷〕安藤貴・著
新書判/Y1200/〒200

著者は，さきに「密度管理」と「林分密度管理

図とその使い方」を著したが，前者は難解な点

が多く，後者は簡単にすぎるということで中間

的なものを襟くようにとの要望に応えたもの。

|図説§広葉樹の見分:け識|〔4刷〕竹内亮・著
A5判/¥1800/〒250

393種を選び,葉の見かけ上の形によって分類排

列した葉形図と，これらに対応する記職文から
成り，学名索引，和名索引をそえている。

|林道設#，計､｜〔8刷〕夏目正・著
新書判/¥1500/〒200

林道の構造，設計，施工，工事事務の取扱い方

について簡明平易に，設計に必要な多数の数表

をあげて解説したもので，初めて林道設計に携

わる人びとの良き手引群である。

I伐出作業謡･-|〔4刷,一部改訂〕梅田三樹男・編著
新書判/¥1200/〒200

計仙i･実行・合理化・資料の4筋からなり，こ

れらを細分して，計画の立て方，伐木造材．，集

連材法，合理化，作業研究，批益分岐点、各繩

功程表，作業鼠，索材規格等を実際にそくして

解説している。

|‐林木の育種訓11趣降儒・谷口純平・共著
新書判/Y1500/〒200

1典1束林木育繩場育繩諜隆･III越l雄.li;IIilざが技術
綱を，林野庁造林課長・谷、純平氏が行政綿を

執蕊しているので，その記戦が事梁に密満して

具体的である。

桟砥妓術畠をまえる"’

上飯坂実・大河原昭二・神崎康一・共著

新書判/¥1200/〒200

現代の林業機械化の問題点を抽出し将来を展望

しながら機械化とは一体どういうことなのかと

いう基本的な問題を考えるヒントを与える。

l,'林冒:凹業鑑，，律1(改訂2刷〕中ﾙも英俊・著

新書判／￥1200／〒200

林業に関する法律譜が殆どないところから大学

の林科学生，1賊場で林業にたずさわる人びとの

ために書かれたもので，49年の初版以後，法改

正のあった部面を改めて再版したものである。

|雫自然保護と日拳の森林"|〔5刷〕大政正隆・著
新書判/Y1000/〒200

①自然保謹と盗脈保謹は表襲一体のもの，②脚
然林は自然のまま放瞳したときが雌も健全で安

定しているという考えは当を僻ていない,@I:1

然破壊の背後には日本人の自然観かある，の3

点を強調している。

TI･uqfjRRi〆_”，．’¥105犠京蔀港区新橋5-33-2.,農林出版株I式会社振替東京5釦"職電話03(431)0609"22振－2．，



●夢 －－ター"出現／
7XMAMD/G/7NLPLAMME7ERS あらゆる面積測定をｸﾘﾔー する抜群の高性能。

月 X7
タマヤプラニクス・セブンは、、Ii而上のあらゆる形状の

どんな縮尺の図形でも、|､レーサーで輪郭をなぞるだけで

1n噸を簡恥に測定できます｡測定価は内蔵のコンピュータ

によl)処理されへCm2､rn2､km2､(in2ft2､acre)単位でデジ

タル表示されます。

PLANIX7住コンパクI､な櫛造にもかかわらず専用LSI

によI)、多くの機能を備えた舷祈咽の面識測定器です。

■特長
●電源ユニットも電源コードも必要のないコンパクト設計。

●ワンタッチで0セット

●単位や縮尺のわずらわしい計算が不要

●豊富な選択単位(cm2､mZ､km2､In2､ft2､acre)

●メモリー機構により縮尺と単位の保護

●測定値がオーバーフローしても､上位単位へ自動シフト

●測定精度を高める平均値測定が可能

●ホールド機能による大きな図形の測定に便利な累積測定

●AC･DCの2電源方式

新製品|新製品

●消エネ設計のパワーセーブ機能

蕊
ゼ

『

＆

■仕様

表示曾液品、8桁数’ﾅ:、‐ピロサプレス方式

シンボル；SCALE、HOLD、MEMO、Batt、

測定範囲

精度

電源

使用時間

霊量

寸法

付膜品

E、cm2、m2，km2、(in2、廿2，

acre)、◆(インディケータ一）

1Mの測定範囲約300mm×300mm

0.2%以内（±2/1000パルス以内）

③密閉唖ニッケルカドミウム帯電池(付屈

のACアダプターにて充葹）

⑧AC100V(付臓のACアダプター使用）

約30時間（允竃約15時間）

本体6509

本体150×241×39mm(ケース183×260×64mm）

専用プラスチック収納ケース､ACｱﾀﾍﾌ汐一

己

夕マヤプラニクス･セブン

￥85，000（秤N:llaラスチツク収納ケース付）

llt界を測る;l･測器のタマヤ

図 /△M△、
株式会社王屋商店

嵩震所〒104束京部中央区眼座358壷03561-8711㈹

本社〒104束京都中央区眼座444念03-561-8711㈹

池上工場〒146束東部大鯛区》1u上2147壷03-752-3481㈹

●カタログ･資料舗求は、当社までハガキ
か電話にてご連絡ください。
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本書の特色

●これまで文章や模式図の域であった微細構造･立体構造

が高倍率の鮮明な映像としてとらえられ,木材解剖のイメ
ージを変えました。

●樹種別に撮られた3断面の大型写真は,材の特徴を一瞥

（くつ)でき,新しい樹木の識別視野を創りだしました。

●日常生活の中で多種多様な用途に使われてきた材の特つ
特徴が視覚的に把握でき,木材に対する曙騨がいっそう深ま

＃

林
業
技
術

‘髄

。

●諭入材の需要童が国産材を大きく凌駕する時代でもあり，

本書は約4割を輸入材樹種|こあて,豊富な知識・資料を提供

します。

●日本の木材(輸入材を含む)を外国の研究者,技術者,木材取
扱い関係者等|こ紹介するの|こ役立つよう,各写真に英文の見出

しを付し,また巻末にも英文索引を収めました。
第
四
九
）
一
号

学会･業界に大きな反響｡絶賛発売中／

A5判/310頁/上製本

定価3,000円(〒300）

地方林政の主体は誰か－山村の
提異はいかにはかるべきか，環
境･エネルギー等新しい課題に直面し
て地方柿改のあり方は‐

研究者･実務者待望の本格的参考書〃
山林はいかに評価すべきか比類なき豊

富な内容･詳細な角堯兇．選りすぐれられた事例ノ

容内
編
編
１
３
第
第
第1編山林評価総説〆第2編林地の評価／

第3編林木の評価第4編特殊な目的によ

る山林評価第5編山林の経済性計算／第6

編森林の公益的機能評価

A5判/644頁/上製本定価6,000円(〒共）

容－内

第1章

第2章

第3章

第4章

第5章

第6章

第7章

第8章

定
価
三
七
○
円
送
料
六
○
円

地域林業の振興と地方林政

林業地域の分画と分析の方法

林業経営の展開と地方林政

地域林業振興の諸類型

地方林政における市町村の役割

過疎問題と地方林政

環境保全と地方林政

エネルギー問題と地方林政

栗村哲象編著

｡ご注文は直援当協会へ…発行所(社)日本林業技術協会
〒IO2東京都千代田区六番町7

電話(03)26I-5281振替東京3-60448
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